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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部を有する第１の医療器具と、挿入部を有する第２の医療器具と、前記第１の医療
器具の挿入部と前記第２の医療器具の挿入部とが挿通されて、前記第１の医療器具の挿入
部と前記第２の医療器具の挿入部とを体腔内に案内する外套管と、を備える手術装置であ
って、
　前記外套管は、
　前記第１の医療器具の挿入部と前記第２の医療器具の挿入部とが挿通される筒状の外套
管本体と、
　前記外套管本体の後端部に備えられる第１の挿入口と、
　前記外套管本体の後端部に備えられる第２の挿入口と、
　前記第１の挿入口に備えられ、前記第１の医療器具の挿入部を摺動可能にシールする第
１のシール部材と、
　前記第２の挿入口に備えられ、前記第２の医療器具の挿入部を摺動可能にシールする第
２のシール部材と、
　前記外套管本体の先端部に備えられる第１の繰出口と、
　前記外套管本体の先端部に備えられる第２の繰出口と、
　前記外套管本体内に配置され、前記外套管本体内を軸方向に移動可能に設けられる移動
体と、
　前記移動体に備えられ、前記外套管本体内に挿通された前記第１の医療器具の挿入部を
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保持する第１の保持部と、
　前記移動体に備えられ、前記外套管本体内に挿通された前記第２の医療器具の挿入部を
保持する第２の保持部と、
　を備え、
　前記第１の医療器具の挿入部は、
　前記第１の保持部により保持される第１の直径Ａ１を有する部分と、
　前記第１の直径Ａ１を有する部分よりも後端側にあり、前記第１のシール部材との間で
気密を保つ第２の直径Ａ２を有する部分と、
　を有し、前記第２の直径Ａ２が前記第１の直径Ａ１よりも小さい手術装置。
【請求項２】
　前記第２の医療器具の挿入部は、
　前記第２の保持部により保持される第１の直径Ｂ１を有する部分と、
　前記第１の直径Ｂ１を有する部分よりも後端側にあり、前記第２のシール部材との間で
気密を保つ第２の直径Ｂ２を有する部分と、
　を有し、前記第２の直径Ｂ２が前記第１の直径Ｂ１よりも小さい請求項１に記載の手術
装置。
【請求項３】
　前記第１の医療器具が内視鏡である請求項１又は２に記載の手術装置。
【請求項４】
　前記内視鏡は、挿入部の先端に撮像手段が内蔵される請求項３に記載の手術装置。
【請求項５】
　前記第１の医療器具が処置具である請求項１又は２に記載の手術装置。
【請求項６】
　前記第１の保持部は、前記第１の医療器具の挿入部の保持位置が調整可能である請求項
１から５のいずれか１項に記載の手術装置。
【請求項７】
　前記第２の保持部は、前記第２の医療器具の挿入部の保持位置が調整可能である請求項
１から６のいずれか１項に記載の手術装置。
【請求項８】
　前記第１のシール部材は、板状の弾性体で構成される穴を備え、
　前記第１の保持部は、前記第１の医療器具の挿入部が挿入される環状の弾性部材を備え
、
　前記第１のシール部材の前記穴の径が、前記第１の保持部の前記弾性部材の内径よりも
小さく設定される請求項１から７のいずれか１項に記載の手術装置。
【請求項９】
　前記移動体は、
　前記外套管本体に対して軸方向に移動可能に設けられる移動体本体と、
　前記移動体本体に対して軸方向に移動可能に設けられる可動部と、
　を備え、前記第１の保持部と前記第２の保持部のいずれか一方が前記可動部に備えられ
、他方が前記移動体本体に備えられる請求項１から８のいずれか１項に記載の手術装置。
【請求項１０】
　前記外套管本体に対する前記移動体本体の移動抵抗が、前記移動体本体に対する前記可
動部の移動抵抗よりも大きく設定される請求項９に記載の手術装置。
【請求項１１】
　前記第１の医療器具の挿入部は、前記第１の直径Ａ１を有する部分よりも先端側にあり
、前記第１の繰出口から繰り出される第３の直径Ａ３を有する部分を更に有し、前記第３
の直径Ａ３が前記第１の直径Ａ１よりも小さい請求項１から１０のいずれか１項に記載の
手術装置。
【請求項１２】
　前記第１の医療器具の挿入部は、前記第１の直径Ａ１を有する部分よりも先端側にあり
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、前記第１の繰出口から繰り出される第３の直径Ａ３を有する部分を更に有し、前記第３
の直径Ａ３が前記第１の直径Ａ１よりも大きい請求項１から１０のいずれか１項に記載の
手術装置。
【請求項１３】
　前記第２の医療器具の挿入部は、前記第１の直径Ｂ１を有する部分よりも先端側にあり
、前記第２の繰出口から繰り出される第３の直径Ｂ３を有する部分を更に有し、前記第３
の直径Ｂ３が前記第１の直径Ｂ１よりも小さい請求項２に記載の手術装置。
【請求項１４】
　前記第２の医療器具の挿入部は、前記第１の直径Ｂ１を有する部分よりも先端側にあり
、前記第２の繰出口から繰り出される第３の直径Ｂ３を有する部分を更に有し、前記第３
の直径Ｂ３が前記第１の直径Ｂ１よりも大きい請求項２に記載の手術装置。
【請求項１５】
　第１の医療器具の挿入部と第２の医療器具の挿入部とが挿通されて、前記第１の医療器
具の挿入部と前記第２の医療器具の挿入部とを体腔内に案内する外套管であって、
　前記第１の医療器具の挿入部と前記第２の医療器具の挿入部とが挿通される筒状の外套
管本体と、
　前記外套管本体の後端部に備えられる第１の挿入口と、
　前記外套管本体の後端部に備えられる第２の挿入口と、
　前記第１の挿入口に備えられ、前記第１の医療器具の挿入部を摺動可能にシールする第
１のシール部材と、
　前記第２の挿入口に備えられ、前記第２の医療器具の挿入部を摺動可能にシールする第
２のシール部材と、
　前記外套管本体の先端部に備えられる第１の繰出口と、
　前記外套管本体の先端部に備えられる第２の繰出口と、
　前記外套管本体内に配置され、前記外套管本体内を軸方向に移動可能に設けられる移動
体と、
　前記移動体に備えられ、前記外套管本体内に挿通された前記第１の医療器具の挿入部を
保持する第１の保持部と、
　前記移動体に備えられ、前記外套管本体内に挿通された前記第２の医療器具の挿入部を
保持する第２の保持部と、
　を備え、
　前記第１の医療器具の挿入部は、
　前記第１の保持部により保持される第１の直径Ａ１を有する部分と、
　前記第１の直径Ａ１を有する部分よりも後端側にあり、前記第１のシール部材との間で
気密を保つ第２の直径Ａ２を有する部分と、
　を有し、前記第２の直径Ａ２が前記第１の直径Ａ１よりも小さい外套管。
【請求項１６】
　前記第２の医療器具の挿入部は、
　前記第２の保持部により保持される第１の直径Ｂ１を有する部分と、
　前記第１の直径Ｂ１を有する部分よりも後端側にあり、前記第２のシール部材との間で
気密を保つ第２の直径Ｂ２を有する部分と、
　を有し、前記第２の直径Ｂ２が前記第１の直径Ｂ１よりも小さい請求項１５に記載の外
套管。
【請求項１７】
　前記第１の医療器具が内視鏡である請求項１５又は１６に記載の外套管。
【請求項１８】
　前記内視鏡は、挿入部の先端に撮像手段が内蔵された内視鏡である請求項１７に記載の
外套管。
【請求項１９】
　前記第１の医療器具が処置具である請求項１５又は１６に記載の外套管。
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【請求項２０】
　前記第１の保持部は、前記第１の医療器具の挿入部の保持位置が調整可能である請求項
１５から１９のいずれか１項に記載の外套管。
【請求項２１】
　前記第２の保持部は、前記第２の医療器具の挿入部の保持位置が調整可能である請求項
１５から２０のいずれか１項に記載の外套管。
【請求項２２】
　前記第１のシール部材は、板状の弾性体で構成される穴を備え、
　前記第１の保持部は、前記第１の医療器具の挿入部が挿入される環状の弾性部材を備え
、
　前記第１のシール部材の前記穴の径が、前記第１の保持部の前記弾性部材の内径よりも
小さく設定される請求項１５から２１のいずれか１項に記載の外套管。
【請求項２３】
　前記移動体は、
　前記外套管本体に対して軸方向に移動可能に設けられる移動体本体と、
　前記移動体本体に対して軸方向に移動可能に設けられる可動部と、
　を備え、前記第１の保持部と前記第２の保持部のいずれか一方が、前記可動部に備えら
れ、他方が前記移動体本体に備えられる請求項１５から２２のいずれか１項に記載の外套
管。
【請求項２４】
　前記外套管本体に対する前記移動体本体の移動抵抗が、前記移動体本体に対する前記可
動部の移動抵抗よりも大きく設定される請求項２３に記載の外套管。
【請求項２５】
　前記第１の医療器具の挿入部は、前記第１の直径Ａ１を有する部分よりも先端側にあり
、前記第１の繰出口から繰り出される第３の直径Ａ３を有する部分を更に有し、前記第３
の直径Ａ３が前記第１の直径Ａ１よりも小さい請求項１５から２４のいずれか１項に記載
の外套管。
【請求項２６】
　前記第１の医療器具の挿入部は、前記第１の直径Ａ１を有する部分よりも先端側にあり
、前記第１の繰出口から繰り出される第３の直径Ａ３を有する部分を更に有し、前記第３
の直径Ａ３が前記第１の直径Ａ１よりも大きい請求項１５から２４のいずれか１項に記載
の外套管。
【請求項２７】
　前記第２の医療器具の挿入部は、前記第１の直径Ｂ１を有する部分よりも先端側にあり
、前記第２の繰出口から繰り出される第３の直径Ｂ３を有する部分を更に有し、前記第３
の直径Ｂ３が前記第１の直径Ｂ１よりも小さい請求項１６に記載の外套管。
【請求項２８】
　前記第２の医療器具の挿入部は、前記第１の直径Ｂ１を有する部分よりも先端側にあり
、前記第２の繰出口から繰り出される第３の直径Ｂ３を有する部分を更に有し、前記第３
の直径Ｂ３が前記第１の直径Ｂ１よりも大きい請求項１６に記載の外套管。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外套管を用いて複数の医療器具（例えば内視鏡や処置具）を体腔内に案内す
るための手術装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　体表皮膚より腹腔内に挿入する内視鏡器具として腹腔鏡が知られている。この腹腔鏡を
用いた手術（腹腔鏡手術）は、手術創が開腹・開胸手術等に比べて小さく、術後の臥床期
間を短縮することができることから、近年多くの手術で普及している。
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【０００３】
　一般に腹腔鏡手術（たとえば、腹腔鏡下胆嚢摘出手術など）では、処置を行う術者と、
腹腔鏡の操作を行うスコピストとが存在し、処置と腹腔鏡の操作とが分かれて行われる。
このため、手術中は、処置をするのに最適な画像が得られるように、術者がスコピストに
対して逐次指示を与えながら処置が行われる。
【０００４】
　しかしながら、術者がスコピストに指示を与える方式では、真に術者が望む画像を得る
のが難しく、術者にストレスがかかるという問題がある。また、術者が指示を出してから
スコピストが操作するため、操作に時間がかかるという問題もある。更に、患者の腹壁上
で術者の手とスコピストの手が干渉（接触）することがあるため、操作が煩雑となるとい
う問題もある。
【０００５】
　特許文献１には、処置具と内視鏡とを連動させる構成として、処置具の挿入量及び傾き
を検出して、内視鏡の光学ズームや電子ズームを制御し、内視鏡の撮影範囲を処置具の動
きに追従させる技術が記載されている。
【０００６】
　また、特許文献２、３には、処置具の先端部にマーカを設け、そのマーカの位置を検出
することにより処置具の位置を検出し、内視鏡の撮影範囲を処置具の動きに追従させる技
術が記載されている。
【０００７】
　更に、特許文献４には、処置具に設けた磁気センサによって処置具の位置を検出し、内
視鏡の内視鏡の撮影範囲を処置具の動きに追従させる技術が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開2007-301378号公報
【特許文献２】特開平10-118076号公報
【特許文献３】特開2007-222239号公報
【特許文献４】特開平8-164148号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、従来のように、処置具の位置等を検出して、内視鏡の撮影範囲を処置具
の動きに追従させる方法は、システムが大掛かりになるという欠点がある。
【００１０】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、簡単な構成で操作性のよい手術装
置、外套管、内視鏡及び処置具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するための手段は、次のとおりである。
【００１２】
　第１の態様は、挿入部を有する第１の医療器具と、挿入部を有する第２の医療器具と、
第１の医療器具の挿入部と第２の医療器具の挿入部とが挿通されて、第１の医療器具の挿
入部と第２の医療器具の挿入部とを体腔内に案内する外套管と、を備える手術装置であっ
て、外套管は、第１の医療器具の挿入部と第２の医療器具の挿入部とが挿通される筒状の
外套管本体と、外套管本体の後端部に備えられる第１の挿入口と、外套管本体の後端部に
備えられる第２の挿入口と、第１の挿入口に備えられ、第１の医療器具の挿入部を摺動可
能にシールする第１のシール部材と、第２の挿入口に備えられ、第２の医療器具の挿入部
を摺動可能にシールする第２のシール部材と、外套管本体の先端部に備えられる第１の繰
出口と、外套管本体の先端部に備えられる第２の繰出口と、外套管本体内に配置され、外
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套管本体内を軸方向に移動可能に設けられる移動体と、移動体に備えられ、外套管本体内
に挿通された第１の医療器具の挿入部を保持する第１の保持部と、移動体に備えられ、外
套管本体内に挿通された第２の医療器具の挿入部を保持する第２の保持部と、を備え、第
１の医療器具の挿入部は、第１の保持部により保持される第１の直径Ａ１を有する部分と
、第１の直径Ａ１を有する部分よりも後端側にあり、第１のシール部材との間で気密を保
つ第２の直径Ａ２を有する部分と、を有し、第２の直径Ａ２が第１の直径Ａ１よりも小さ
い手術装置である。
【００１３】
　本態様によれば、第１の医療器具と第２の医療器具とが外套管を介して体腔内に挿入さ
れる。外套管は、筒状の外套管本体と、その外套管本体内に配置される移動体とを備えて
構成される。第１の医療器具と第２の医療器具とは、外套管本体に挿入されると、移動体
に備えられた第１の保持部と第２の保持部とに保持されて一体化される。移動体は、外套
管本体の軸に沿って移動可能に設けられており、第１の医療器具を軸方向に移動させると
、これに連動して第２の医療器具が移動する。同様に、第２の医療器具を軸方向に移動さ
せると、これに連動して第１の医療器具が移動する。この場合、たとえば、第１の医療器
具を内視鏡、第２の医療器具を処置具とすると、処置具の移動に連動して内視鏡を移動さ
せることができる。これにより、内視鏡の視野（撮影領域）を処置部分に追従させること
ができ、常に処置に最適な画像を術者に提供することができる。すなわち、術者が望む画
像をストレスなく表示させることができる。また、外套管を介して第１の医療器具と第２
の医療器具とが体腔内に挿入されるため、体腔壁への穿刺箇所が１カ所で済む。これによ
り、低侵襲な手術（体への負担が少ない手術）を行うことができる。なお、第１の医療器
具視野の前後方向の移動（進退移動）は、第２の医療器具の軸方向の移動により行われる
が、上下左右方向の移動は、第２の医療器具の傾動により行われる。すなわち、外套管を
含む全体を傾けて、視野の移動が行われる。この場合、外套管の傾動で視野の移動ができ
るので、処置や視野の移動を行うために、切開部を拡大したりする必要がない。これによ
り、低侵襲な手術を行うことができる。また、一般に腹腔鏡手術は、腹腔内にガスを供給
し、腹腔を膨張させて行われるが、外套管に備えられる第１の医療器具挿入口及び第２の
医療器具挿入口には、それぞれシール部材（第１のシール部材、第２のシール部材）が備
えられているため、気密性を確保することができる。
【００１４】
　また、本態様によれば、第１の医療器具の挿入部は、第１の保持部により保持される第
１の直径Ａ１を有する部分と、第１の直径Ａ１を有する部分よりも後端側にあり、第１の
シール部材との間で気密を保つ第２の直径Ａ２を有する部分と、を有し、第２の直径Ａ２
が第１の直径Ａ１よりも小さく形成される。これにより、第１の医療器具を軸方向に移動
させた際に第１のシール部材で受ける摺動抵抗を小さくすることができ、第１の医療器具
を移動させる際に要する力を小さくできる。また、これにより、第１の医療器具の移動を
スムーズにすることができる。また、これにより、第１のシール部材が受ける負担を低減
させることができ、第１のシール部材の寿命を延ばすことができる。また、第１のシール
部材の径を小さくすることができるので、外套管の細径化を図ることができる。更に、第
１の保持部の径を大きくすることにより、第１の保持部と第１の医療器具との接触面積を
大きく取ることができ、第１の医療器具の挿入部を第１の保持部で保持する際、摩擦によ
る大きなグリップ力を確保することができる。これにより、進退動作時に第１の保持部と
第１の医療器具との間で滑りが生じるのを防止でき、第１の医療器具と第２の医療器具と
を確実に連動させることができる。
【００１５】
　なお、径が切り換わる部分は、なめらかに径が切り換わるように形成することが好まし
い。
【００１６】
　第２の態様は、第１の態様の手術装置において、第２の医療器具の挿入部は、第２の保
持部により保持される第１の直径Ｂ１を有する部分と、第１の直径Ｂ１を有する部分より
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も後端側にあり、第２のシール部材との間で気密を保つ第２の直径Ｂ２を有する部分と、
を有し、第２の直径Ｂ２が第１の直径Ｂ１よりも小さい態様である。
【００１７】
　本態様によれば、第２の医療器具についても第１の医療器具と同様に形成される。これ
により、第２の医療器具についても、第１の医療器具と同様の作用効果を得ることができ
る。また、第２の医療器具についても第１の医療器具と同様に形成することにより、進退
動作時の動作力量を更に低減させることができる。なお、第２の医療器具についても、径
が切り換わる部分は、なめらかに径が切り換わるように形成することが好ましい。
【００１８】
　第３の態様は、第１又は２の態様の手術装置において、第１の医療器具が内視鏡である
態様である。
【００１９】
　本態様によれば、第１の医療器具が内視鏡で構成される。この場合、内視鏡は、第１の
シール部材で摺動可能にシールされる部分（第２の直径の部分）の径が、第１の保持部で
保持される部分の径（第１の直径の部分）よりも小さく形成される。また、第１の医療器
具を内視鏡とした場合、第２の医療器具（たとえば、処置具）の移動に連動して内視鏡を
動かすことができ、術者が望む画像をストレスなく表示させることができる。更に、第１
の医療器具を内視鏡とした場合、第１の保持部との係止力に対して相対的に摩擦力を小さ
くできるので、第２の医療器具（たとえば、処置具）に連動して動作する際に第１の保持
部でのズレを防止することができる。
【００２０】
　第４の態様は、第２の態様の手術装置において、内視鏡は、挿入部の先端に撮像手段が
内蔵される態様である。
【００２１】
　通常、内視鏡は、挿入部に収容される機器による制約を受けて、その挿入部のサイズが
設計される。すなわち、必要な機器を収容しつつ、最小になるように挿入部の外径が設計
される。挿入部に収容される機器の中で最も設置スペースを要するのは一般に撮像手段で
ある。本態様の手術装置によれば、内視鏡は、挿入部の先端に撮像手段が内蔵される。こ
のため、挿入部の先端部分が最も太い径となる。一方、撮像手段が収容された先端部より
後側は、信号線のみが配設される構造になるので、容易に細径化することができる。
【００２２】
　第５の態様は、第１又は２の態様の手術装置において、第１の医療器具が処置具である
態様である。
【００２３】
　本態様によれば、第１の医療器具が処置具で構成される。この場合、処置具は、第１の
シール部材で摺動可能にシールされる部分の径が、第１の保持部で保持される部分の径よ
りも小さく形成される。
【００２４】
　第６の態様は、第１から５のいずれか１の態様の手術装置において、第１の保持部は、
第１の医療器具の挿入部の保持位置が調整可能である態様である。
【００２５】
　本態様によれば、第１の保持部によって保持する第１の医療器具の挿入部の位置を軸方
向に調整することができる。これにより、移動体を介して連結される第１の医療器具と第
２の医療器具との相対的な位置関係（先端の位置関係）を調整することができる。これに
より、たとえば、第１の医療器具又は第２の医療器具を内視鏡で構成した場合、その撮影
範囲を調整することができ、使い勝手を向上させることができる。
【００２６】
　第７の態様は、第１から６の態様の手術装置において、第２の保持部は、第２の医療器
具の挿入部の保持位置が調整可能である態様である。
【００２７】
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　本態様によれば、第２の保持部によって保持する第２の医療器具の挿入部の位置を軸方
向に調整することができる。これにより、移動体を介して連結される第１の医療器具と第
２の医療器具との相対的な位置関係（先端の位置関係）を調整することができる。これに
より、たとえば、第１の医療器具又は第２の医療器具を内視鏡で構成した場合、その撮影
範囲を調整することができ、使い勝手を向上させることができる。
【００２８】
　第８の態様は、第１から７のいずれか１の態様の手術装置において、第１のシール部材
は、板状の弾性体で構成される穴を備え、第１の保持部は、第１の医療器具の挿入部が挿
入される環状の弾性部材を備え、第１のシール部材の穴の径が、第１の保持部の弾性部材
の内径よりも小さく設定される態様である。
【００２９】
　本態様によれば、第１のシール部材が板状の弾性体で構成され、第１の医療器具が挿通
される穴が備えられる。第１の医療器具の挿入部は、この穴に通されることにより、第１
の挿入口と間に形成される隙間がシールされる。また、本態様によれば、第１の保持部が
、環状の弾性部材を備え、この環状の弾性部材に第１の医療器具の挿入部が通されること
により、第１の医療器具が保持される。これにより、第１の保持部によって保持する第１
医療器具の挿入部の位置を軸方向に調整することができる。そして、本態様によれば、外
套管は、第１のシール部材に備えられる穴の径が、第１の保持部の弾性部材の内径よりも
小さく設定される。これにより、第１の医療器具を軸方向に移動させた際に第１のシール
部材で受ける摺動抵抗を小さくすることができ、第２の医療器具及び第１の医療器具の軸
方向の移動をスムーズすることができる。また、第１のシール部材の径を小さくすること
ができるので、外套管の細径化を図ることができる。
【００３０】
　第９の態様は、第１から８のいずれか１の態様の手術装置において、移動体は、外套管
本体に対して軸方向に移動可能に設けられる移動体本体と、移動体本体に対して軸方向に
移動可能に設けられる可動部と、を備え、第１の保持部と第２の保持部のいずれか一方が
可動部に備えられ、他方が移動体本体に備えられる態様である。
【００３１】
　本態様によれば、移動体が、外套管本体に対して軸方向に移動可能に設けられる移動体
本体と、移動体本体に対して軸方向に移動可能に設けられる可動部とを備えて構成される
。そして、第１の保持部と第２の保持部のいずれか一方が可動部に備えられ、他方が移動
体本体に備えられる。これにより、第１の医療器具と第２の医療器具との連動動作に「遊
び（不感帯）」を持たせることができる。すなわち、一定の範囲内（可動範囲）において
、第１の医療器具の動きを第２の医療器具に伝達させないようにすることができる（第２
の医療器具の動きを第１の医療器具に伝達させないようにすることができる。）。このよ
うな第１の医療器具と第２の医療器具との連動動作に「遊び」を持たせることにより、た
とえば、第１の医療器具を内視鏡で構成した場合に第２の医療器具の軸方向の微小な動き
（小振幅の進退動作を行ったなど）が内視鏡に伝わらないようにすることができる。これ
により、第２の医療器具の微小な動きによって画面が揺れるのを防止でき、常に術者にと
って見やすい画像を提供することができる。
【００３２】
　第１０の態様は、第９の態様の手術装置において、外套管本体に対する移動体本体の移
動抵抗が、移動体本体に対する可動部の移動抵抗よりも大きく設定される態様である。
【００３３】
　本態様によれば、移動体が、移動体本体と可動部とを備えて構成される場合において、
外套管本体に対する移動体本体の移動抵抗（移動時に受ける抵抗）が、移動体本体に対す
る可動部の移動抵抗よりも大きく設定される。これにより、第１の医療器具又は第２の医
療器具の軸方向の微振動を移動体本体に対する可動部の滑りによって吸収することができ
る。
【００３４】
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　第１１の態様は、第１から１０のいずれか１の態様の手術装置において、第１の医療器
具の挿入部は、第１の直径Ａ１を有する部分よりも先端側にあり、第１の繰出口から繰り
出される第３の直径Ａ３を有する部分を更に有し、第３の直径Ａ３が第１の直径Ａ１より
も小さい態様である。
【００３５】
　本態様によれば、第１の医療器具の挿入部は、第１の直径Ａ１を有する部分よりも先端
側にあり、第１の繰出口から繰り出される第３の直径Ａ３を有する部分を更に有し、第３
の直径Ａ３が第１の直径Ａ１よりも小さく形成される。これにより、第１の医療器具を外
套管に挿入する際に、第１の医療器具の挿入部の先端部分が、第１のシール部材及び第１
の保持部から受ける抵抗を減らすことができ、第１の医療器具の挿抜操作を容易にするこ
とができる。
【００３６】
　第１２の態様は、第１から１０のいずれか１の態様の手術装置において、第１の医療器
具の挿入部は、第１の直径Ａ１を有する部分よりも先端側にあり、第１の繰出口から繰り
出される第３の直径Ａ３を有する部分を更に有し、第３の直径Ａ３が第１の直径Ａ１より
も大きい態様である。
【００３７】
　本態様によれば、第１の医療器具の挿入部は、第１の直径Ａ１を有する部分よりも先端
側にあり、第１の繰出口から繰り出される第３の直径Ａ３を有する部分を更に有し、第３
の直径Ａ３が第１の直径Ａ１よりも大きく形成される。これにより、外套管に収容される
移動体を小さくでき、全体として外套管を細径化することができる。
【００３８】
　第１３の態様は、第２の態様の手術装置において、第２の医療器具の挿入部は、第１の
直径Ｂ１を有する部分よりも先端側にあり、第２の繰出口から繰り出される第３の直径Ｂ
３を有する部分を更に有し、第３の直径Ｂ３が第１の直径Ｂ１よりも小さい態様である。
【００３９】
　本態様によれば、第２の医療器具の挿入部は、第１の直径Ｂ１を有する部分よりも先端
側にあり、第２の繰出口から繰り出される第３の直径Ｂ３を有する部分を更に有し、第３
の直径Ｂ３が第１の直径Ｂ１よりも小さく形成される。これにより、第２の医療器具を外
套管に挿入する際に、第２の医療器具の挿入部の先端部分が、第２のシール部材及び第２
の保持部から受ける抵抗を減らすことができ、第２の医療器具の挿抜操作を容易にするこ
とができる。
【００４０】
　第１４の態様は、第２の態様の手術装置において、第２の医療器具の挿入部は、第１の
直径Ｂ１を有する部分よりも先端側にあり、第２の繰出口から繰り出される第３の直径Ｂ
３を有する部分を更に有し、第３の直径Ｂ３が第１の直径Ｂ１よりも大きい態様である。
【００４１】
　本態様によれば、第２の医療器具の挿入部は、第１の直径Ｂ１を有する部分よりも先端
側にあり、第２の繰出口から繰り出される第３の直径Ｂ３を有する部分を更に有し、第３
の直径Ｂ３が第１の直径Ｂ１よりも大きく形成される。これにより、外套管に収容される
移動体を小さくでき、全体として外套管を細径化することができる。
【００４２】
　第１５の態様は、１の医療器具の挿入部と第２の医療器具の挿入部とが挿通されて、第
１の医療器具の挿入部と第２の医療器具の挿入部とを体腔内に案内する外套管であって、
第１の医療器具の挿入部と第２の医療器具の挿入部とが挿通される筒状の外套管本体と、
外套管本体の後端部に備えられる第１の挿入口と、外套管本体の後端部に備えられる第２
の挿入口と、第１の挿入口に備えられ、第１の医療器具の挿入部を摺動可能にシールする
第１のシール部材と、第２の挿入口に備えられ、第２の医療器具の挿入部を摺動可能にシ
ールする第２のシール部材と、外套管本体の先端部に備えられる第１の繰出口と、外套管
本体の先端部に備えられる第２の繰出口と、外套管本体内に配置され、外套管本体内を軸
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方向に移動可能に設けられる移動体と、移動体に備えられ、外套管本体内に挿通された第
１の医療器具の挿入部を保持する第１の保持部と、移動体に備えられ、外套管本体内に挿
通された第２の医療器具の挿入部を保持する第２の保持部と、を備え、第１の医療器具の
挿入部は、第１の保持部により保持される第１の直径Ａ１を有する部分と、第１の直径Ａ
１を有する部分よりも後端側にあり、第１のシール部材との間で気密を保つ第２の直径Ａ
２を有する部分と、を有し、第２の直径Ａ２が第１の直径Ａ１よりも小さい外套管である
。
【００４３】
　本態様によれば、外套管は、筒状の外套管本体と、その外套管本体内に配置される移動
体とを備えて構成される。第１の医療器具と第２の医療器具とは、外套管本体に挿入され
ると、移動体に備えられた第１の保持部と第２の保持部とに保持されて一体化される。移
動体は、外套管本体の軸に沿って移動可能に設けられており、第１の医療器具を軸方向に
移動させると、これに連動して第２の医療器具が移動する。同様に、第２の医療器具を軸
方向に移動させると、これに連動して第１の医療器具が移動する。この場合、たとえば、
第１の医療器具を内視鏡、第２の医療器具を処置具とすると、処置具の移動に連動して内
視鏡を移動させることができる。これにより、内視鏡の視野（撮影領域）を処置部分に追
従させることができ、常に処置に最適な画像を術者に提供することができる。すなわち、
術者が望む画像をストレスなく表示させることができる。また、外套管を介して第１の医
療器具と第２の医療器具とが体腔内に挿入されるため、体腔壁への穿刺箇所が１カ所で済
む。これにより、低侵襲な手術（体への負担が少ない手術）を行うことができる。なお、
第１の医療器具視野の前後方向の移動（進退移動）は、第２の医療器具の軸方向の移動に
より行われるが、上下左右方向の移動は、第２の医療器具の傾動により行われる。すなわ
ち、外套管を含む全体を傾けて、視野の移動が行われる。この場合、外套管の傾動で視野
の移動ができるので、処置や視野の移動を行うために、切開部を拡大したりする必要がな
い。これにより、低侵襲な手術を行うことができる。また、一般に腹腔鏡手術は、腹腔内
にガスを供給し、腹腔を膨張させて行われるが、外套管に備えられる第１の医療器具挿入
口及び第２の医療器具挿入口には、それぞれシール部材（第１のシール部材、第２のシー
ル部材）が備えられているため、気密性を確保することができる。
【００４４】
　また、本態様によれば、第１の医療器具の挿入部は、第１の保持部により保持される第
１の直径Ａ１を有する部分と、第１の直径Ａ１を有する部分よりも後端側にあり、第１の
シール部材との間で気密を保つ第２の直径Ａ２を有する部分と、を有し、第２の直径Ａ２
が第１の直径Ａ１よりも小さく形成される。これにより、第１の医療器具を軸方向に移動
させた際に第１のシール部材で受ける摺動抵抗を小さくすることができ、第１の医療器具
を移動させる際に要する力を小さくできる。また、これにより、第１の医療器具の移動を
スムーズにすることができる。また、これにより、第１のシール部材が受ける負担を低減
させることができ、第１のシール部材の寿命を延ばすことができる。また、第１のシール
部材の径を小さくすることができるので、外套管の細径化を図ることができる。更に、第
１の保持部の径を大きくすることにより、第１の保持部と第１の医療器具との接触面積を
大きく取ることができ、第１の医療器具の挿入部を第１の保持部で保持する際、摩擦によ
る大きなグリップ力を確保することができる。これにより、進退動作時に第１の保持部と
第１の医療器具との間で滑りが生じるのを防止でき、第１の医療器具と第２の医療器具と
を確実に連動させることができる。
【００４５】
　なお、径が切り換わる部分は、なめらかに径が切り換わるように形成することが好まし
い。
【００４６】
　第１６の態様は、第１５の態様の外套管において、第２の医療器具の挿入部は、第２の
保持部により保持される第１の直径Ｂ１を有する部分と、第１の直径Ｂ１を有する部分よ
りも後端側にあり、第２のシール部材との間で気密を保つ第２の直径Ｂ２を有する部分と
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、を有し、第２の直径Ｂ２が第１の直径Ｂ１よりも小さい態様である。
【００４７】
　本態様によれば、第２の医療器具についても第１の医療器具と同様に形成される。これ
により、第２の医療器具についても、第１の医療器具と同様の作用効果を得ることができ
る。また、第２の医療器具についても第１の医療器具と同様に形成することにより、進退
動作時の動作力量を更に低減させることができる。なお、第２の医療器具についても、径
が切り換わる部分は、なめらかに径が切り換わるように形成することが好ましい。
【００４８】
　第１７の態様は、第１５又は１６の態様の外套管において、第１の医療器具が内視鏡で
ある態様である。
【００４９】
　本態様によれば、第１の医療器具が内視鏡で構成される。この場合、内視鏡は、第１の
シール部材で摺動可能にシールされる部分の径が、第１の保持部で保持される部分の径よ
りも小さく形成される。また、第１の医療器具を内視鏡とした場合、第２の医療器具（た
とえば、処置具）の移動に連動して内視鏡を動かすことができ、術者が望む画像をストレ
スなく表示させることができる。
【００５０】
　第１８の態様は、第１７の態様の外套管において、内視鏡は、挿入部の先端に撮像手段
が内蔵された内視鏡である態様である。
【００５１】
　通常、内視鏡は、挿入部に収容される機器による制約を受けて、その挿入部のサイズが
設計される。すなわち、必要な機器を収容しつつ、最小になるように挿入部の外径が設計
される。挿入部に収容される機器の中で最も設置スペースを要するのは一般に撮像手段で
ある。本態様の手術装置によれば、内視鏡は、挿入部の先端に撮像手段が内蔵される。こ
のため、挿入部の先端部分が最も太い径となる。一方、撮像手段が収容された先端部より
後側は、信号線のみが配設される構造になるので、容易に細径化することができる。
【００５２】
　第１９の態様は、第１５又は１６の態様の外套管において、第１の医療器具が処置具で
ある態様である。
【００５３】
　本態様によれば、第１の医療器具が処置具で構成される。この場合、処置具は、第１の
シール部材で摺動可能にシールされる部分の径が、第１の保持部で保持される部分の径よ
りも小さく形成される。
【００５４】
　第２０の態様は、第１５から１９のいずれか１の態様の外套管において、第１の保持部
は、第１の医療器具の挿入部の保持位置が調整可能である態様である。
【００５５】
　本態様によれば、第１の保持部によって保持する第１の医療器具の挿入部の位置を軸方
向に調整することができる。これにより、移動体を介して連結される第１の医療器具と第
２の医療器具との相対的な位置関係（先端の位置関係）を調整することができる。これに
より、たとえば、第１の医療器具又は第２の医療器具を内視鏡で構成した場合、その撮影
範囲を調整することができ、使い勝手を向上させることができる。
【００５６】
　第２１の態様は、第１５から２０のいずれか１の態様の外套管において、第２の保持部
は、第２の医療器具の挿入部の保持位置が調整可能である態様である。
【００５７】
　本態様によれば、第２の保持部によって保持する第２の医療器具の挿入部の位置を軸方
向に調整することができる。これにより、移動体を介して連結される第１の医療器具と第
２の医療器具との相対的な位置関係（先端の位置関係）を調整することができる。これに
より、たとえば、第１の医療器具又は第２の医療器具を内視鏡で構成した場合、その撮影
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範囲を調整することができ、使い勝手を向上させることができる。
【００５８】
　第２２の態様は、第１５から２１のいずれか１の態様の外套管において、第１のシール
部材は、板状の弾性体で構成される穴を備え、第１の保持部は、第１の医療器具の挿入部
が挿入される環状の弾性部材を備え、第１のシール部材の穴の径が、第１の保持部の弾性
部材の内径よりも小さく設定される態様である。
【００５９】
　本態様によれば、第１のシール部材が板状の弾性体で構成され、第１の医療器具が挿通
される穴が備えられる。第１の医療器具の挿入部は、この穴に通されることにより、第１
の挿入口と間に形成される隙間がシールされる。また、本態様によれば、第１の保持部が
、環状の弾性部材を備え、この環状の弾性部材に第１の医療器具の挿入部が通されること
により、第１の医療器具が保持される。これにより、第１の保持部によって保持する第１
医療器具の挿入部の位置を軸方向に調整することができる。そして、本態様によれば、外
套管は、第１のシール部材に備えられる穴の径が、第１の保持部の弾性部材の内径よりも
小さく設定される。これにより、第１の医療器具を軸方向に移動させた際に第１のシール
部材で受ける摺動抵抗を小さくすることができ、第２の医療器具及び第１の医療器具の軸
方向の移動をスムーズすることができる。また、第１のシール部材の径を小さくすること
ができるので、外套管の細径化を図ることができる。
【００６０】
　第２３の態様は、第１５から２２のいずれか１の態様の外套管において、移動体は、外
套管本体に対して軸方向に移動可能に設けられる移動体本体と、移動体本体に対して軸方
向に移動可能に設けられる可動部と、を備え、第１の保持部と第２の保持部のいずれか一
方が、可動部に備えられ、他方が移動体本体に備えられる態様である。
【００６１】
　本態様によれば、移動体が、外套管本体に対して軸方向に移動可能に設けられる移動体
本体と、移動体本体に対して軸方向に移動可能に設けられる可動部とを備えて構成される
。そして、第１の保持部と第２の保持部のいずれか一方が可動部に備えられ、他方が移動
体本体に備えられる。これにより、第１の医療器具と第２の医療器具との連動動作に「遊
び（不感帯）」を持たせることができる。すなわち、一定の範囲内（可動範囲）において
、第１の医療器具の動きを第２の医療器具に伝達させないようにすることができる（第２
の医療器具の動きを第１の医療器具に伝達させないようにすることができる。）。このよ
うな第１の医療器具と第２の医療器具との連動動作に「遊び」を持たせることにより、た
とえば、第１の医療器具を内視鏡で構成した場合に第２の医療器具の軸方向の微小な動き
（小振幅の進退動作を行ったなど）が内視鏡に伝わらないようにすることができる。これ
により、第２の医療器具の微小な動きによって画面が揺れるのを防止でき、常に術者にと
って見やすい画像を提供することができる。
【００６２】
　第２４の態様は、第２３の態様の外套管において、外套管本体に対する移動体本体の移
動抵抗が、移動体本体に対する可動部の移動抵抗よりも大きく設定される態様である。
【００６３】
　本態様によれば、移動体が、移動体本体と可動部とを備えて構成される場合において、
外套管本体に対する移動体本体の移動抵抗（移動時に受ける抵抗）が、移動体本体に対す
る可動部の移動抵抗よりも大きく設定される。これにより、第１の医療器具又は第２の医
療器具の軸方向の微振動を移動体本体に対する可動部の滑りによって吸収することができ
る。
【００６４】
　第２５の態様は、第１５から２４のいずれか１の態様の外套管において、第１の医療器
具の挿入部は、第１の直径Ａ１を有する部分よりも先端側にあり、第１の繰出口から繰り
出される第３の直径Ａ３を有する部分を更に有し、第３の直径Ａ３が第１の直径Ａ１より
も小さい態様である。
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【００６５】
　本態様によれば、第１の医療器具の挿入部は、第１の直径Ａ１を有する部分よりも先端
側にあり、第１の繰出口から繰り出される第３の直径Ａ３を有する部分を更に有し、第３
の直径Ａ３が第１の直径Ａ１よりも小さく形成される。これにより、第１の医療器具を外
套管に挿入する際に、第１の医療器具の挿入部の先端部分が、第１のシール部材及び第１
の保持部から受ける抵抗を減らすことができ、第１の医療器具の挿抜操作を容易にするこ
とができる。
【００６６】
　第２６の態様は、第１５から２４のいずれか１の態様の外套管において、第１の医療器
具の挿入部は、第１の直径Ａ１を有する部分よりも先端側にあり、第１の繰出口から繰り
出される第３の直径Ａ３を有する部分を更に有し、第３の直径Ａ３が第１の直径Ａ１より
も大きい態様である。
【００６７】
　本態様によれば、第１の医療器具の挿入部は、第１の直径Ａ１を有する部分よりも先端
側にあり、第１の繰出口から繰り出される第３の直径Ａ３を有する部分を更に有し、第３
の直径Ａ３が第１の直径Ａ１よりも大きく形成される。これにより、外套管に収容される
移動体を小さくでき、全体として外套管を細径化することができる。
【００６８】
　第２７の態様は、第１６の態様の外套管において、第２の医療器具の挿入部は、第１の
直径Ｂ１を有する部分よりも先端側にあり、第２の繰出口から繰り出される第３の直径Ｂ
３を有する部分を更に有し、第３の直径Ｂ３が第１の直径Ｂ１よりも小さい態様である。
【００６９】
　本態様によれば、第２の医療器具の挿入部は、第１の直径Ｂ１を有する部分よりも先端
側にあり、第２の繰出口から繰り出される第３の直径Ｂ３を有する部分を更に有し、第３
の直径Ｂ３が第１の直径Ｂ１よりも小さく形成される。これにより、第２の医療器具を外
套管に挿入する際に、第２の医療器具の挿入部の先端部分が、第２のシール部材及び第２
の保持部から受ける抵抗を減らすことができ、第２の医療器具の挿抜操作を容易にするこ
とができる。
【００７０】
　第２８の態様は、第１６の態様の外套管において、第２の医療器具の挿入部は、第１の
直径Ｂ１を有する部分よりも先端側にあり、第２の繰出口から繰り出される第３の直径Ｂ
３を有する部分を更に有し、第３の直径Ｂ３が第１の直径Ｂ１よりも大きい態様である。
【００７１】
　本態様によれば、第２の医療器具の挿入部は、第１の直径Ｂ１を有する部分よりも先端
側にあり、第２の繰出口から繰り出される第３の直径Ｂ３を有する部分を更に有し、第３
の直径Ｂ３が第１の直径Ｂ１よりも大きく形成される。これにより、外套管に収容される
移動体を小さくでき、全体として外套管を細径化することができる。
【００７２】
　第２９の態様は、内視鏡の挿入部と処置具の挿入部とが挿通される筒状の外套管本体と
、外套管本体の後端部に備えられる内視鏡挿入口と、外套管本体の後端部に備えられる処
置具挿入口と、内視鏡挿入口に備えられ、内視鏡の挿入部を摺動可能にシールする内視鏡
シール部材と、処置具挿入口に備えられ、処置具の挿入部を摺動可能にシールする処置具
シール部材と、外套管本体の先端部に備えられる内視鏡繰出口と、外套管本体の先端部に
備えられる処置具繰出口と、外套管本体内に配置され、外套管本体内を軸方向に移動可能
に設けられる移動体と、移動体に備えられ、外套管本体内に挿通された内視鏡の挿入部を
保持する内視鏡保持部と、移動体に備えられ、外套管本体内に挿通された処置具の挿入部
を保持する処置具保持部と、を備えた外套管を介して体腔内に挿入される内視鏡であって
、挿入部は、内視鏡保持部により保持される第１の直径Ａ１を有する部分と、第１の直径
Ａ１を有する部分よりも後端側にあり、内視鏡シール部材との間で気密を保つ第２の直径
Ａ２を有する部分と、を有し、第２の直径Ａ２が第１の直径Ａ１よりも小さい内視鏡であ
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る。
【００７３】
　本態様によれば、内視鏡の挿入部は、内視鏡保持部により保持される第１の直径Ａ１を
有する部分と、第１の直径Ａ１を有する部分よりも後端側にあり、内視鏡シール部材との
間で気密を保つ第２の直径Ａ２を有する部分と、を有し、第２の直径Ａ２が第１の直径Ａ
１よりも小さく形成される。これにより、内視鏡を軸方向に移動させた際に内視鏡シール
部材で受ける摺動抵抗を小さくすることができ、内視鏡を移動させる際に要する力を小さ
くできる。また、これにより、内視鏡の移動をスムーズにすることができる。また、これ
により、内視鏡シール部材が受ける負担を低減させることができ、内視鏡シール部材の寿
命を延ばすことができる。また、内視鏡シール部材の径を小さくすることができるので、
外套管の細径化を図ることができる。更に、内視鏡保持部の径を大きくすることにより、
内視鏡保持部と内視鏡との接触面積を大きく取ることができ、内視鏡の挿入部を内視鏡保
持部で保持する際、摩擦による大きなグリップ力を確保することができる。これにより、
進退動作時に内視鏡保持部と内視鏡との間で滑りが生じるのを防止でき、内視鏡と処置具
とを確実に連動させることができる。
【００７４】
　なお、径が切り換わる部分は、なめらかに径が切り換わるように形成することが好まし
い。
【００７５】
　第３０の態様は、第２９の態様の内視鏡において、挿入部は、第１の直径Ａ１を有する
部分よりも先端側にあり、内視鏡繰出口から繰り出される第３の直径Ａ３を有する部分を
更に有し、第３の直径Ａ３が第１の直径Ａ１よりも小さい態様である。
【００７６】
　本態様によれば、内視鏡の挿入部は、第１の直径Ａ１を有する部分よりも先端側にあり
、内視鏡繰出口から繰り出される第３の直径Ａ３を有する部分を更に有し、第３の直径Ａ
３が第１の直径Ａ１よりも小さく形成される。これにより、内視鏡を外套管に挿入する際
に、内視鏡の挿入部の先端部分が、内視鏡シール部材及び内視鏡保持部から受ける抵抗を
減らすことができ、内視鏡の挿抜操作を容易にすることができる。
【００７７】
　第３１の態様は、第２９の態様の内視鏡において、挿入部は、第１の直径Ａ１を有する
部分よりも先端側にあり、内視鏡繰出口から繰り出される第３の直径Ａ３を有する部分を
更に有し、第３の直径Ａ３が第１の直径Ａ１よりも大きい態様である。
【００７８】
　本態様によれば、挿入部は、第１の直径Ａ１を有する部分よりも先端側にあり、内視鏡
繰出口から繰り出される第３の直径Ａ３を有する部分を更に有し、第３の直径Ａ３が第１
の直径Ａ１よりも大きく形成される。これにより、外套管に収容される移動体を小さくで
き、全体として外套管を細径化することができる。
【００７９】
　第３２の態様は、第２９から３１の態様の内視鏡において、挿入部の先端に撮像手段が
内蔵される態様である。
【００８０】
　通常、内視鏡は、挿入部に収容される機器による制約を受けて、その挿入部のサイズが
設計される。すなわち、必要な機器を収容しつつ、最小になるように挿入部の外径が設計
される。挿入部に収容される機器の中で最も設置スペースを要するのは一般に撮像手段で
ある。本態様の手術装置によれば、内視鏡は、挿入部の先端に撮像手段が内蔵される。こ
のため、挿入部の先端部分が最も太い径となる。一方、撮像手段が収容された先端部より
後側は、信号線のみが配設される構造になるので、容易に細径化することができる。
【００８１】
　第３３の態様は、内視鏡の挿入部と処置具の挿入部とが挿通される筒状の外套管本体と
、外套管本体の後端部に備えられる内視鏡挿入口と、外套管本体の後端部に備えられる処
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置具挿入口と、内視鏡挿入口に備えられ、内視鏡の挿入部を摺動可能にシールする内視鏡
シール部材と、処置具挿入口に備えられ、処置具の挿入部を摺動可能にシールする処置具
シール部材と、外套管本体の先端部に備えられる内視鏡繰出口と、外套管本体の先端部に
備えられる処置具繰出口と、外套管本体内に配置され、外套管本体内を軸方向に移動可能
に設けられる移動体と、移動体に備えられ、外套管本体内に挿通された内視鏡の挿入部を
保持する内視鏡保持部と、移動体に備えられ、外套管本体内に挿通された処置具の挿入部
を保持する処置具保持部と、を備えた外套管を介して体腔内に挿入される処置具であって
、挿入部は、処置具保持部により保持される第１の直径Ｂ１を有する部分と、第１の直径
Ｂ１を有する部分よりも後端側にあり、処置具シール部材との間で気密を保つ第２の直径
Ｂ２を有する部分と、を有し、第２の直径Ｂ２が第１の直径Ｂ１よりも小さい処置具であ
る。
【００８２】
　本態様によれば、処置具の挿入部は、処置具保持部により保持される第１の直径Ｂ１を
有する部分と、第１の直径Ｂ１を有する部分よりも後端側にあり、処置具シール部材との
間で気密を保つ第２の直径Ｂ２を有する部分と、を有し、第２の直径Ｂ２が第１の直径Ｂ
１よりも小さく形成される。これにより、処置具を軸方向に移動させた際に処置具シール
部材で受ける摺動抵抗を小さくすることができ、処置具を移動させる際に要する力を小さ
くできる。また、これにより、処置具の移動をスムーズにすることができる。また、これ
により、処置具シール部材が受ける負担を低減させることができ、処置具シール部材の寿
命を延ばすことができる。また、処置具シール部材の径を小さくすることができるので、
外套管の細径化を図ることができる。更に、処置具保持部の径を大きくすることにより、
処置具保持部と処置具との接触面積を大きく取ることができ、処置具の挿入部を処置具保
持部で保持する際、摩擦による大きなグリップ力を確保することができる。これにより、
進退動作時に処置具保持部と処置具との間で滑りが生じるのを防止でき、内視鏡と処置具
とを確実に連動させることができる。
【００８３】
　なお、径が切り換わる部分は、なめらかに径が切り換わるように形成することが好まし
い。
【００８４】
　第３４の態様は、第３３の態様の処置具において、挿入部は、第１の直径Ｂ１を有する
部分よりも先端側にあり、処置具繰出口から繰り出される第３の直径Ｂ３を有する部分を
更に有し、第３の直径Ｂ３が第１の直径Ｂ１よりも小さい態様である。
【００８５】
　本態様によれば、処置具の挿入部は、第１の直径Ｂ１を有する部分よりも先端側にあり
、処置具繰出口から繰り出される第３の直径Ｂ３を有する部分を更に有し、第３の直径Ｂ
３が第１の直径Ｂ１よりも小さく形成される。これにより、処置具を外套管に挿入する際
に、処置具の挿入部の先端部分が、処置具シール部材及び処置具保持部から受ける抵抗を
減らすことができ、処置具の挿抜操作を容易にすることができる。
【００８６】
　第３５の態様は、第３３の態様の処置具において、挿入部は、第１の直径Ｂ１を有する
部分よりも先端側にあり、処置具繰出口から繰り出される第３の直径Ｂ３を有する部分を
更に有し、第３の直径Ｂ３が第１の直径Ｂ１よりも大きい態様である。
【００８７】
　本態様によれば、処置具の挿入部は、第１の直径Ｂ１を有する部分よりも先端側にあり
、処置具繰出口から繰り出される第３の直径Ｂ３を有する部分を更に有し、第３の直径Ｂ
３が第１の直径Ｂ１よりも大きく形成される。これにより、外套管に収容される移動体を
小さくでき、全体として外套管を細径化することができる。
【発明の効果】
【００８８】
　本発明によれば、簡単な構成で２つの医療器具を連動させることができ、簡単な構成で
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操作性のよい手術装置、外套管、内視鏡及び処置具を提供することができる。また、外套
管に対して医療器具をスムーズに進退移動させることができ、処置時の操作性のよい手術
装置、外套管、内視鏡及び処置具を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】内視鏡手術装置の概略構成図である。
【図２】内視鏡システムの概略構成図である。
【図３】内視鏡の挿入部の先端部分の内部の概略構成を示す断面図である。
【図４】ニードルライトの一例を示す概略構成図である。
【図５】処置具の一例を示す概略構成図である。
【図６】外套管の側面断面図である。
【図７】外套管の前面図である。
【図８】外套管の後面図である。
【図９】外套管の後端部を拡大した断面図である。
【図１０】外套管の後端部を拡大した断面図である。
【図１１】図９の１１－１１断面図である。
【図１２】弁部材の概略構成を示す分解斜視図である。
【図１３】弁部材の側面断面図である。
【図１４】内視鏡の外径の変化を説明する説明図である。
【図１５】内視鏡手術装置を用いた手術方法の一例を示す概略図である。
【図１６】第２の実施の形態の外套管の側面断面図である。
【図１７】第２の実施の形態の外套管の後端部を拡大した断面図である。
【図１８】図１７の１８－１８断面図である。
【図１９】その他の実施の形態の外套管の側面断面図である。
【図２０】その他の実施の形態の外套管の後端部を拡大した断面図である。
【図２１】内視鏡のその他の実施の形態の要部を拡大した拡大図である。
【図２２】内視鏡のその他の実施の形態の要部を拡大した拡大図である。
【図２３】内視鏡のその他の実施の形態の要部の概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００９０】
　以下、添付図面に従って本発明の好ましい実施の形態について詳説する。
【００９１】
　《内視鏡手術装置の構成》
　図１は内視鏡手術装置の概略構成図である。
【００９２】
　手術装置としての内視鏡手術装置１は、患者の体腔内に挿入されて体腔内を観察するた
めの内視鏡１０と、患者の体腔内に挿入されて所要の処置を行うための処置具６０と、内
視鏡１０及び処置具６０を患者の体腔内に案内するための外套管１００と、を備えて構成
される。
【００９３】
　〈内視鏡〉
　図２は、内視鏡システムの概略構成図である。
【００９４】
　医療器具としての内視鏡１０は、電子内視鏡であり、プロセッサ装置３０、及び、モニ
タ３２と共に内視鏡システムを構成する。
【００９５】
　本実施の形態の内視鏡手術装置１で使用する内視鏡１０は、腹腔鏡等の硬性内視鏡であ
る。内視鏡１０は、直線棒状の挿入部１２を有する。
【００９６】
　挿入部１２は、先端に観察窓１４を有する（図３参照）。内視鏡１０は、この挿入部１
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２の先端の観察窓１４から体腔内を観察する。
【００９７】
　図３は、内視鏡の挿入部の先端部分の内部の概略構成を示す断面図である。
【００９８】
　図３に示すように、挿入部１２は、先端部に撮像手段としての撮像装置２０を内蔵する
。観察窓１４から観察される画像は、この撮像装置２０によって撮像される。
【００９９】
　撮像装置２０は、レンズ群２２、プリズム２４、撮像素子２６（ＣＣＤ（Charge Coupl
ed Device）、ＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）等）等を備えて構
成される。
【０１００】
　観察窓１４から入射した被写体光は、レンズ群２２を通過した後、プリズム２４で略直
角に反射されて、撮像素子２６の受光面に入射する。これにより、観察窓１４から観察さ
れる画像が、撮像素子２６により撮像される。
【０１０１】
　撮像装置２０に接続される各種の信号線２８は、挿入部１２の内側に配設され、内視鏡
用ケーブル１６を介して挿入部１２の後端部から引き出される。
【０１０２】
　プロセッサ装置３０は、内視鏡システムの全体を統括制御する装置である。プロセッサ
装置３０は、挿入部１２の後端から延びる内視鏡用ケーブル１６を介して内視鏡１０と接
続される。また、モニタ用ケーブル３４を介してモニタ３２と接続される。
【０１０３】
　プロセッサ装置３０から内視鏡１０には、撮像装置２０を動作させるための電力や制御
信号が伝送される。一方、内視鏡１０からプロセッサ装置３０には、撮像装置２０から出
力される画像信号が伝送される。
【０１０４】
　プロセッサ装置３０は、内視鏡１０から得られた画像信号を処理して、モニタ３２に出
力する。これにより、内視鏡１０の観察窓１４から観察される体腔内の画像がモニタ３２
に表示される。
【０１０５】
　なお、本例の内視鏡１０には、照明手段が備えられていない。照明は別の手段、たとえ
ば、ニードルライトで行われる。内視鏡に内蔵する照明手段を省くことにより、内視鏡の
挿入部の径を細径化できる。これにより、外套管１００の径も細径化でき、患者の体壁に
加える侵襲を低減できる。
【０１０６】
　なお、本例の内視鏡１０は、挿入部１２の先端部に撮像装置２０を備えた構成とされて
いるが、挿入部１２の後端部に撮像装置２０を備える構成とすることもできる。すなわち
、観察窓１４から観察される像をリレーレンズ等で伝達して、挿入部１２の後端部に配設
した撮像装置で撮像する構成とすることもできる。
【０１０７】
　また、内視鏡１０は、外套管１００の使用を前提とするので、その外形形状は、外套管
１００の構造に適応した形状とされる。この点については、後に詳述する。
【０１０８】
　〈ニードルライト〉
　図４は、ニードルライトの一例を示す概略構成図である。
【０１０９】
　医療器具としてのニードルライト４０は、患者の体腔内に挿入されて体腔内を照明光で
照射する。
【０１１０】
　ニードルライト４０は、直線棒状の挿入部４２を有する。挿入部４２の先端には、照明
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窓（不図示）が備えられ、この照明窓から軸方向に照明光を照射する。挿入部４２の内部
には、照明窓から照射する照明光を伝達する光ファイバーバンドルが収容される。
【０１１１】
　ニードルライト４０の後端には、接続部４４が備えられる。接続部４４には、可撓性を
有するニードルライト用ケーブル４６が接続され、このニードルライト用ケーブル４６を
介して光源装置４８が接続される。照明窓から出射させる照明光は、この光源装置４８か
ら供給される。なお、光源装置４８は、プロセッサ装置３０にケーブルを介して接続され
、光量等が制御される。
【０１１２】
　ニードルライト４０は、一例としてニードルライト用外套管５０を介して体腔内に挿入
される。
【０１１３】
　〈処置具〉
　図５は、処置具の一例を示す概略構成図である。
【０１１４】
　医療器具としての処置具６０は、体腔内に挿入される直線棒状の挿入部６２と、挿入部
６２の先端に配設される処置部６４と、挿入部６２の後端に配設されるハンドル部（操作
部）６６とを備えている。図５に示す処置部６４は、ハサミ構造とされており、ハンドル
部６６の開閉操作によって、処置部６４が開閉動作される。
【０１１５】
　なお、処置具６０は、これに限らず、鉗子、レーザープローブ、縫合器、電気メス、持
針器、超音波吸引器等を処置具として使用できる。
【０１１６】
　〈外套管〉
　外套管１００は、患者の体腔壁に穿刺され、その内周部に内視鏡１０及び処置具６０が
挿通されて、内視鏡１０及び処置具６０を患者の体腔内に案内する。
【０１１７】
　図６は、外套管の側面断面図、図７は、外套管の前面図、図８は、外套管の後面図であ
る。また、図９は、外套管の後端部を拡大した断面図、図１０は、外套管の先端部を拡大
した断面図、図１１は、図９の１１－１１断面図である。
【０１１８】
　外套管１００は、筒状の外套管本体１０２を有する。外套管本体１０２は、円筒形状を
有し、後端部がフランジ状に拡径して形成される。
【０１１９】
　外套管本体１０２の後端部には、後端キャップ１０４が取り付けられる。外套管本体１
０２は、この後端キャップ１０４によって、後端の開口部が閉塞される。また、外套管本
体１０２の先端部には、先端キャップ１０６が取り付けられる。外套管本体１０２は、こ
の先端キャップ１０６によって、先端の開口部が閉塞される。
【０１２０】
　後端キャップ１０４には、図８に示すように、内視鏡１０の挿入部１２を外套管本体１
０２に挿入するための第１の挿入口としての内視鏡挿入口１１０と、処置具６０の挿入部
６２を外套管本体１０２に挿入するための第２の挿入口としての処置具挿入口１０８とが
備えられる。
【０１２１】
　処置具挿入口１０８は、円形状を有し、処置具６０の挿入部６２を挿通できるサイズで
形成される。すなわち、外套管１００に挿入される処置具６０の挿入部６２のうち最も太
い部分を挿通できるサイズで形成される。
【０１２２】
　内視鏡挿入口１１０は、円形状を有し、内視鏡１０の挿入部１２を挿通できるサイズで
形成される。すなわち、外套管１００に挿入される内視鏡１０の挿入部１２のうち最も太
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い部分を挿通できるサイズで形成される。
【０１２３】
　図６に示すように、先端キャップ１０６には、内視鏡挿入口１１０から外套管本体１０
２に挿入された内視鏡１０の挿入部１２が繰り出される第１の繰出口としての内視鏡繰出
口１１６と、外套管本体１０２に挿入された処置具６０の挿入部６２が繰り出される第２
の繰出口としての処置具繰出口１１４とが備えられる。
【０１２４】
　処置具繰出口１１４は、円形状を有し、処置具６０の挿入部６２の先端部分を挿通でき
るサイズで形成される。この処置具繰出口１１４の径は、処置具６０の挿入部６２の先端
部分の外径とほぼ同じ径とすることが好ましい。
【０１２５】
　内視鏡繰出口１１６は、円形状を有し、内視鏡１０の挿入部１２の先端部分を挿通でき
るサイズで形成される。この内視鏡繰出口１１６の径は、内視鏡１０の挿入部１２の先端
部分の外径とほぼ同じ径とすることが好ましい。
【０１２６】
　処置具挿入口１０８と処置具繰出口１１４とは同軸上に配置され、外套管本体１０２の
軸と平行な軸上に配置される。これにより、処置具挿入口１０８から挿入された処置具６
０が、外套管本体１０２の軸に沿って処置具繰出口１１４から繰り出される。
【０１２７】
　内視鏡挿入口１１０と内視鏡繰出口１１６とは同軸上に配置され、外套管本体１０２の
軸と平行な軸上に配置される。これにより、内視鏡挿入口１１０から挿入された内視鏡１
０が、外套管本体１０２の軸に沿って内視鏡繰出口１１６から繰り出される。
【０１２８】
　後端キャップ１０４には、弁部材１２０が備えられる。弁部材１２０は、処置具挿入口
１０８と内視鏡挿入口１１０とを封止する。
【０１２９】
　図１２は、弁部材の概略構成を示す分解斜視図である。また、図１３は、弁部材の側面
断面図である。
【０１３０】
　弁部材１２０は、第１の弁体１２２と、中間部材１２４と、第２の弁体１２６とを備え
て構成される。
【０１３１】
　第１の弁体１２２と、中間部材１２４と、第２の弁体１２６とは、それぞれ同じ外径を
有する円形の板状の部材（円盤状の部材）であり、同軸上に重ねて配置されることにより
一体化されて、弁部材１２０を構成する。
【０１３２】
　第１の弁体１２２と第２の弁体１２６は、ともに天然ゴム、合成ゴム、シリコーンゴム
等の弾性を有する素材で構成され、弾性変形可能に形成される。
【０１３３】
　中間部材１２４は、ステンレス、アルミニウム等の金属、又は、硬質プラスチック等の
剛性を有する素材で構成される。この中間部材１２４は、前後に重ねられ配置される第１
の弁体１２２と第２の弁体１２６とを補強する役割を果たす。
【０１３４】
　中間部材１２４は、処置具６０の挿入部６２が挿通される処置具挿通孔１２８と、内視
鏡１０の挿入部１２が挿通される内視鏡挿通孔１３０とを有する。
【０１３５】
　処置具挿通孔１２８は、円形状を有し、処置具６０の挿入部６２を挿通できるサイズで
形成される。すなわち、外套管１００に挿入される処置具６０の挿入部６２のうち最も太
い部分を挿通できるサイズで形成される。
【０１３６】
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　内視鏡挿通孔１３０は、円形状を有し、内視鏡１０の挿入部１２を挿通できるサイズで
形成される。すなわち、外套管１００に挿入される内視鏡１０の挿入部１２のうち最も太
い部分を挿通できるサイズで形成される。
【０１３７】
　処置具挿通孔１２８は、処置具挿入口１０８と同軸上に配置され、内視鏡挿通孔１３０
は内視鏡挿入口１１０と同軸上に配置される。これにより、処置具挿入口１０８から処置
具６０の挿入部６２を挿入すると、処置具挿通孔１２８に処置具６０の挿入部６２が挿通
される。また、内視鏡１０の挿入部１２を内視鏡挿入口１１０から挿入すると、内視鏡挿
通孔１３０に内視鏡１０の挿入部１２が挿通される。
【０１３８】
　後端側に配置される第１の弁体１２２には、処置具用開口型気密弁部１３２と、内視鏡
用スリット型気密弁部１３４とが備えられる。
【０１３９】
　処置具用開口型気密弁部１３２は、円形の開口として、第１の弁体１２２に形成される
。この処置具用開口型気密弁部１３２は、外套管１００に処置具６０の挿入部６２が挿入
されたときに、処置具６０の挿入部６２と処置具挿入口１０８との間に形成される隙間を
シールするシール部材（第２のシール部材、処置具シール部材）として機能する。処置具
用開口型気密弁部１３２は、処置具挿通孔１２８と同軸上に配置され、その内径ＩＤ１は
処置具６０の挿入部６２の外径（処置具用開口型気密弁部１３２が接触する部分の外径）
ＯＤ１よりも若干小さく形成される。したがって、処置具６０の挿入部６２が処置具用開
口型気密弁部１３２に嵌入されると、開口の内周縁が処置具６０の挿入部６２の外周面に
密着する。これにより、処置具６０の挿入部６２が外套管１００に挿入されたとき、処置
具６０の挿入部６２と処置具挿入口１０８との間に形成される隙間がシールされる。
【０１４０】
　内視鏡用スリット型気密弁部１３４は、所定長さを有する一本の直線状のスリットとし
て、第１の弁体１２２に形成される。この内視鏡用スリット型気密弁部１３４は、内視鏡
１０の挿入部１２が、外套管１００から抜去されているときに、内視鏡挿入口１１０を閉
塞する。
【０１４１】
　先端側に配置される第２の弁体１２６には、内視鏡用開口型気密弁部１３８と処置具用
スリット型気密弁部１３６とが備えられる。
【０１４２】
　内視鏡用開口型気密弁部１３８は、円形の開口として、第２の弁体１２６に形成される
。この内視鏡用開口型気密弁部１３８は、内視鏡１０の挿入部１２が外套管１００に挿入
されたときに、内視鏡１０の挿入部１２と内視鏡挿入口１１０との間に形成される隙間を
シールするシール部材（第１のシール部材、内視鏡シール部材）として機能する。内視鏡
用開口型気密弁部１３８は、内視鏡挿通孔１３０と同軸上に配置され、その内径ＩＤ２は
内視鏡１０の挿入部１２の外径ＯＤ２よりも若干小さく形成される。したがって、内視鏡
１０の挿入部１２が内視鏡用開口型気密弁部１３８に嵌入されると、開口の内周縁が内視
鏡１０の挿入部１２の外周面に密着する。これにより、内視鏡１０の挿入部１２が外套管
１００に挿入されたとき、内視鏡１０の挿入部１２と内視鏡挿入口１１０との間に形成さ
れる隙間がシールされる。
【０１４３】
　処置具用スリット型気密弁部１３６は、所定長さを有する一本の直線状のスリットとし
て、第２の弁体１２６に形成される。このスリットとして形成される処置具用スリット型
気密弁部１３６は、処置具６０の挿入部６２が、外套管１００から抜去されているときに
、処置具挿入口１０８を閉塞する。
【０１４４】
　以上のように構成される弁部材１２０によれば、処置具６０の挿入部６２と内視鏡１０
の挿入部１２とが外套管１００に挿入されているときは、処置具用開口型気密弁部１３２
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と内視鏡用開口型気密弁部１３８とによって、外套管１００の気密性が確保される。また
、処置具６０の挿入部６２と内視鏡１０の挿入部１２とが外套管１００に挿入されていな
いときは、処置具用スリット型気密弁部１３６と内視鏡用スリット型気密弁部１３４とに
よって、外套管１００の気密性が確保される。
【０１４５】
　外套管本体１０２の内部には、外套管本体１０２の軸と平行な方向に移動可能なスライ
ダ（移動体）１４０が備えられる。
【０１４６】
　スライダ１４０は、外套管本体１０２内を移動可能なブロックとして構成される。本実
施の形態では円柱状のブロックとして構成されている。
【０１４７】
　スライダ１４０は、一対のスライダガイド軸１４２にガイドされて、外套管本体１０２
の内部を外套管本体１０２の軸に沿って移動可能に設けられる。各スライダガイド軸１４
２は直線棒状に形成され、外套管本体１０２の軸に沿って互いに平行に配置される。各ス
ライダガイド軸１４２は、後端を後端キャップ１０４に支持され、先端を先端キャップ１
０６に支持されて、外套管本体１０２の軸と平行に配置される。
【０１４８】
　スライダ１４０には、一対のスライダガイド軸１４２が挿通可能な一対のスライダガイ
ド孔１４４が備えられる。一対のスライダガイド孔１４４は、一対のスライダガイド軸１
４２の配置間隔と同じ間隔で配置され、互いに平行に配置される。スライダ１４０は、ス
ライダガイド孔１４４にスライダガイド軸１４２が挿通されて、スライダガイド軸１４２
にスライド自在に支持される。
【０１４９】
　スライダ１４０には、外套管本体１０２に挿入された内視鏡１０の挿入部１２を保持す
る第１の保持部としての内視鏡保持部１４８と、外套管本体１０２に挿入された処置具６
０の挿入部６２を保持する第２の保持部としての処置具保持部１４６とが備えられる。
【０１５０】
　処置具保持部１４６は、処置具６０の挿入部６２が挿通される処置具保持孔１５０と、
処置具保持孔１５０内に配置される円筒状（環状）の弾性部材１５２とで構成される。
【０１５１】
　処置具保持孔１５０は、スライダ１４０を貫通して形成され、外套管本体１０２の軸と
平行に形成される。また、処置具保持孔１５０は、スライダ１４０に対して処置具挿入口
１０８及び処置具繰出口１１４と同軸上に配置される。
【０１５２】
　円筒状の弾性部材１５２は、処置具保持孔１５０の内周部同軸上に固定して取り付けら
れる。この円筒状の弾性部材１５２の内径ＩＤ３は、処置具６０の挿入部６２の外径（処
置具保持部１４６に保持される部分の外径）ＯＤ３よりも若干小さく形成される。
【０１５３】
　なお、本実施の形態の処置具６０は、挿入部６２の外径が一定とされる。したがって、
処置具保持部１４６に保持される部分の外径ＯＤ３と、処置具用開口型気密弁部１３２が
接触する部分の外径ＯＤ１は、同じ大きさとなる（ＯＤ１＝ＯＤ３）。したがって、弾性
部材１５２の内径ＩＤ３と処置具用開口型気密弁部１３２の内径ＩＤ１も同じか、ほぼ同
じ大きさとなる。
【０１５４】
　処置具挿入口１０８から外套管本体１０２に挿入された処置具６０の挿入部６２は、処
置具保持孔１５０を通過して処置具繰出口１１４から繰り出される。処置具６０の挿入部
６２は、処置具保持孔１５０を通過する際、弾性部材１５２を通過する。上記のように、
弾性部材１５２の内径は、処置具６０の挿入部６２の外径（処置具保持部１４６で保持さ
れる部分の外径）よりも若干小さく形成されている。したがって、処置具６０の挿入部６
２は、処置具保持孔１５０を通過すると、弾性部材１５２の弾性力によって処置具保持孔
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１５０に保持される。
【０１５５】
　なお、ここでの保持は弾性部材１５２の弾性力による保持なので、処置具６０は、スラ
イダ１４０に対して保持位置を任意に調整することができる。
【０１５６】
　また、処置具６０は弾性部材１５２の弾性力によって保持されるが、弾性部材１５２と
処置具６０の挿入部６２との間の摩擦力は、スライダガイド軸１４２とスライダガイド孔
１４４との間の摩擦力（＝外套管本体１０２とスライダ１４０との間の摩擦力）よりも大
きく設定される。これにより、処置具６０を軸方向に移動させた際、外套管本体１０２に
対してスライダ１４０と処置具６０とが一体に移動する。
【０１５７】
　内視鏡保持部１４８は、内視鏡１０の挿入部１２が挿通される内視鏡保持孔１５４と、
内視鏡保持孔１５４内に配置される円筒状（環状）の弾性部材１５６とで構成される。
【０１５８】
　内視鏡保持孔１５４は、スライダ１４０を貫通して形成され、外套管本体１０２の軸と
平行に形成される。また、内視鏡保持孔１５４は、スライダ１４０に対して内視鏡挿入口
１１０及び内視鏡繰出口１１６と同軸上に配置される。
【０１５９】
　円筒状の弾性部材１５６は、内視鏡保持孔１５４の内周部同軸上に固定して取り付けら
れる。この円筒状の弾性部材１５６の内径ＩＤ４は、内視鏡１０の挿入部１２の外径（内
視鏡保持部１４８で保持される部分の外径）ＯＤ４よりも若干小さく形成される。
【０１６０】
　内視鏡挿入口１１０から外套管本体１０２に挿入された内視鏡１０の挿入部１２は、内
視鏡保持孔１５４を通過して内視鏡繰出口１１６から繰り出される。内視鏡１０は、内視
鏡保持孔１５４を通過する際、弾性部材１５６を通過する。上記のように、弾性部材１５
６の内径は、内視鏡１０の挿入部１２の外径よりも若干小さく形成されている。したがっ
て、内視鏡１０の挿入部１２は、内視鏡保持孔１５４を通過すると、弾性部材１５６の弾
性力によって内視鏡保持孔１５４に保持される。
【０１６１】
　なお、ここでの保持は弾性部材１５６の弾性力による保持なので、内視鏡１０は、スラ
イダ１４０に対して保持位置を任意に調整することができる。
【０１６２】
　また、内視鏡１０は弾性部材１５６の弾性力によって保持されるが、弾性部材１５６と
内視鏡１０の挿入部１２との間の摩擦力は、スライダガイド軸１４２とスライダガイド孔
１４４との間の摩擦力（＝外套管本体１０２とスライダ１４０との間の摩擦力）よりも大
きく設定される。これにより、内視鏡１０を軸方向に移動させた際、外套管本体１０２に
対してスライダ１４０と内視鏡１０とが一体に移動する。
【０１６３】
　なお、内視鏡１０は、外套管１００に挿入される際、弁部材１２０に備えられた内視鏡
用開口型気密弁部１３８と、内視鏡保持部１４８に備えられた円筒状の弾性部材１５６に
通されるが、内視鏡用開口型気密弁部１３８は、その内径ＩＤ２が弾性部材１５６の内径
ＩＤ４よりも小さく形成される。このため、内視鏡１０の挿入部１２は、内視鏡用開口型
気密弁部１３８に接触する部分の外径ＯＤ２が、内視鏡保持部１４８に保持される部分の
外径ＯＤ４よりも小さく形成される。すなわち、内視鏡１０は、挿入部１２が長手方向（
軸方向）に沿って径が変化して形成され（本例では２段階に径が変化）、内視鏡用開口型
気密弁部１３８に接触する部分の外径ＯＤ２が、内視鏡保持部１４８に保持される部分の
外径ＯＤ４よりも小さく形成される。
【０１６４】
　なお、内視鏡用開口型気密弁部１３８に接触する部分の外径ＯＤ２とは、内視鏡１０の
挿入部１２のうち、使用時（内視鏡の挿入部を外套管に挿入して進退動作させる時）に内
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視鏡用開口型気密弁部１３８と連携してシール機能を発揮する部分の径をいい、内視鏡保
持部１４８に保持される部分の外径ＯＤ４とは、内視鏡１０の挿入部１２のうち、使用時
に内視鏡保持部１４８に係止される部分の径をいう。
【０１６５】
　上記のように、本例の内視鏡１０では、外径が２段階で変化して形成され、後端部分（
内視鏡用開口型気密弁部１３８に接触する部分（第２の直径Ａ２の部分））の直径ＯＤ２
（第２の直径Ａ２）が、中間部分（内視鏡保持部１４８に保持される部分（第１の直径Ａ
１の部分））の径ＯＤ４（第１の直径Ａ１）よりも小さく形成される。
【０１６６】
　このような構成とすることにより、内視鏡１０を軸方向に移動させた際に内視鏡用開口
型気密弁部１３８で受ける摺動抵抗を小さくすることができる。これにより、処置具６０
及び内視鏡１０を軸方向に移動させる際に要する力を小さくすることができ、操作性を向
上させることができる。また、処置具６０及び内視鏡１０の軸方向の移動をスムーズにす
ることができる。更に、内視鏡用開口型気密弁部１３８で受ける摺動抵抗を小さくできる
ことにより、内視鏡用開口型気密弁部１３８が受ける負担を低減させることができ、弁体
の寿命を延ばすことができる。
【０１６７】
　なお、通常、内視鏡１０は、挿入部１２に収容される機器（撮像装置２０等）による制
約を受けて、その挿入部１２のサイズが設計される。すなわち、必要な機器を収容しつつ
、最小になるように挿入部１２の外径が設計される。挿入部１２に収容される機器の中で
最も設置スペースを要するのは一般に撮像装置２０である。本例の内視鏡１０は、挿入部
１２の先端部に撮像装置２０が備えられる。このため、挿入部１２の先端部分が最も太い
径となる。一方、撮像装置２０が収容された先端部より後側は、信号線２８のみが配設さ
れる構造になるので、容易に細径化することができる。
【０１６８】
　細径化する部分は、上記のように、内視鏡用開口型気密弁部１３８に接触する部分であ
る。内視鏡１０は、外套管１００を通して使用する際、処置具６０に連動して移動するの
で、少なくとも使用時に内視鏡用開口型気密弁部１３８に接触する部分が細径化される。
【０１６９】
　使用時に内視鏡用開口型気密弁部１３８に接触する部分のうちで最も先端側の位置は、
図１４に示すように、使用時に内視鏡１０を最も退避させたとき（引き抜く側に移動させ
たとき）に内視鏡用開口型気密弁部１３８が接触する位置Ｐである。したがって、少なく
ともこの位置Ｐより後端側が細径化される。
【０１７０】
　なお、内視鏡保持部１４８による内視鏡１０の保持位置を調整可能とする場合には、こ
の調整代を考慮して、細径化する部分が設定される（調整代の分だけ細径化する部分が拡
大される。）。
【０１７１】
　また、このように内視鏡用開口型気密弁部１３８の内径ＩＤ２を弾性部材１５６の内径
ＩＤ４よりも小さく形成した場合、その差が大きすぎると、内視鏡用開口型気密弁部１３
８に内視鏡１０の挿入部１２の先端側を通すことができなくなるので、内視鏡用開口型気
密弁部１３８の内径ＩＤ２は、内視鏡１０の挿入部１２の先端側を通すことができる範囲
内で細径化される。すなわち、内視鏡用開口型気密弁部１３８は弾性変形可能な素材で形
成されるので、その弾性変形によって対応可能な径の範囲で細径化される。
【０１７２】
　《内視鏡手術装置の作用》
　まず、内視鏡１０の挿入部１２を、内視鏡挿入口１１０から挿入する。内視鏡挿入口１
１０に挿入された挿入部１２は、外套管本体１０２を通過して内視鏡繰出口１１６から繰
り出される。この際、挿入部１２は、外套管本体１０２内のスライダ１４０に備えられた
内視鏡保持孔１５４を通過して内視鏡繰出口１１６から繰り出される。内視鏡保持孔１５
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４には弾性部材１５６が備えられており、内視鏡保持孔１５４を通過した挿入部１２は、
弾性部材１５６の弾性力によってスライダ１４０に保持される。
【０１７３】
　次に、処置具６０の挿入部６２を、処置具挿入口１０８から挿入する。処置具挿入口１
０８に挿入された挿入部６２は、外套管本体１０２を通過して処置具繰出口１１４から繰
り出される。この際、挿入部６２は、外套管本体１０２内のスライダ１４０に備えられた
処置具保持孔１５０を通過して処置具繰出口１１４から繰り出される。処置具保持孔１５
０には弾性部材１５２が備えられており、処置具保持孔１５０を通過した挿入部６２は、
弾性部材１５２の弾性力によってスライダ１４０に保持される。
【０１７４】
　外套管１００に挿入された内視鏡１０の挿入部１２と処置具６０の挿入部６２とは、と
もにスライダ１４０に保持される。この結果、処置具６０を軸方向に移動させると、これ
に連動して内視鏡１０が軸方向に移動する。
【０１７５】
　このように、本実施の形態の内視鏡手術装置１によれば、処置具６０に連動して、内視
鏡１０を移動させることができる。これにより、内視鏡１０の視野（撮影領域）を処置部
分に追従させることができ、常に処置に最適な画像を術者に提供することができる。
【０１７６】
　なお、内視鏡視野の前後方向の移動（進退移動）は、処置具６０の軸方向の移動により
行われるが、上下左右方向の移動は、処置具６０の傾動により行われる。すなわち、外套
管１００を含む全体を傾けて、視野の移動が行われる。
【０１７７】
　また、一般に腹腔鏡手術は、腹腔内にガスを供給し、腹腔を膨張させて行われるが、外
套管１００には弁部材１２０が備えられているため、気密性を確保することができる。
【０１７８】
　更に、内視鏡１０は、弁部材１２０に摺接する部分が細径化されているため、摺動抵抗
を小さくすることができる。これにより、処置具６０及び内視鏡１０を軸方向に移動させ
る際に要する力を小さくすることができ、操作性を向上させることができる。また、処置
具６０及び内視鏡１０の軸方向の移動をスムーズにすることができる。更に、弁部材１２
０が受ける負担を低減させることができ、弁部材の寿命を延ばすことができる。また、弁
部材１２０によってシールする部分の径を小さくすることができるので、外套管１００の
細径化も図ることができる。
【０１７９】
　一方、内視鏡１０のうち内視鏡保持部１４８に保持される部分は、太く形成されている
ので、保持部については、摩擦による大きなグリップ力を確保することができる。これに
より、進退動作時に内視鏡保持部１４８と内視鏡１０の挿入部１２との間で滑りが生じる
のを防止でき、内視鏡１０と処置具６０とを確実に連動させることができる。
【０１８０】
　《内視鏡手術装置の使用例》
　図１５は、内視鏡手術装置を用いた手術方法の一例を示す概略図である。
【０１８１】
　本例は一人の術者が処置を行う場合の例を示している。
【０１８２】
　内視鏡１０と処置具６０とは、患者の体腔壁２に穿刺された外套管１００を介して体腔
３に挿入される。内視鏡１０は、処置具６０の移動に連動して移動する。これにより、常
に処置部分の映像がモニタ３２に表示され、処置具６０の移動によって視野を移動させる
ことができる。
【０１８３】
　内視鏡１０には、照明手段が備えられていないので、照明手段として、ニードルライト
４０が使用される。ニードルライト４０は、ニードルライト用外套管５０を介して体腔３
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に挿入される。体腔３は、ニードルライト４０の先端から照射される照明光によって照ら
される。なお、本例では１本のニードルライト４０を使用する場合を例示したが、必要に
応じて複数本のニードルライト４０を使用してもよい。
【０１８４】
　本実施の形態の内視鏡手術装置１によれば、処置具６０の操作によって内視鏡１０も操
作されるので、一人の術者で処置を行うことができる。すなわち、スコピストが不要とな
る。
【０１８５】
　また、外套管１００を介して内視鏡１０と処置具６０とが体腔３に挿入されるため、内
視鏡１０と処置具６０とを体腔に挿入するための穿刺箇所が１カ所で済む。これにより、
低侵襲な手術を行うことができる。
【０１８６】
　《外套管の第２の実施の形態》
　図１６は、第２の実施の形態の外套管の側面断面図である。また、図１７は、第２の実
施の形態の外套管の後端部を拡大した断面図、図１８は、図１７の１８－１８断面図であ
る。
【０１８７】
　本実施の形態の外套管２００は、外套管本体の内部に配設されるスライダ２１０が可動
部を有する点で上述した実施の形態の外套管１００と異なる。なお、スライダ２１０の構
成が異なる点以外は上述した実施の形態の外套管１００の構成と同じなので、ここではス
ライダ２１０の構成についてのみ説明する（他の構成については、同一符号を付して説明
は省略する。）。
【０１８８】
　〈構成〉
　スライダ２１０は、スライダ本体（移動体本体）２１２と、そのスライダ本体に対して
軸方向に移動可能に設けられるスリーブ（可動部）２１４とを備えて構成される。
【０１８９】
　スライダ本体２１２は、外套管本体１０２内を移動可能なブロックとして構成される。
本実施の形態では円柱状のブロックとして構成されている。
【０１９０】
　スライダ本体２１２は、一対のスライダガイド軸１４２にガイドされて、外套管本体１
０２の内部を外套管本体１０２の軸に沿って移動可能に設けられる。スライダ本体２１２
には、一対のスライダガイド軸１４２が挿通可能な一対のスライダガイド孔２１６が備え
られる。一対のスライダガイド孔２１６は、一対のスライダガイド軸１４２の配置間隔と
同じ間隔で配置され、互いに平行に配置される。スライダ本体２１２は、スライダガイド
孔２１６にスライダガイド軸１４２が挿通されて、スライダガイド軸１４２にスライド自
在に支持される。
【０１９１】
　スライダ本体２１２には、スリーブガイド孔２１８が備えられる。スリーブガイド孔２
１８は、断面円形状の孔としてスライダ本体２１２を貫通して形成される。また、スリー
ブガイド孔２１８は、外套管本体１０２の軸と平行に形成され、スライダ本体２１２に対
して処置具挿入口１０８及び処置具繰出口１１４と同軸上に配置される。
【０１９２】
　スリーブ２１４は、スリーブガイド孔２１８内を摺動可能な形状（本例では円筒体）と
して形成される。スリーブ２１４は、スリーブガイド孔２１８に収容されて、スリーブガ
イド孔２１８内を移動可能に設けられる。スリーブガイド孔２１８には、両端部にスリー
ブ２１４の移動を規制するためのストッパ部２２０が径方向に張り出して形成される。ス
リーブ２１４は、このストッパ部２２０によって可動範囲が規制されるとともに、このス
トッパ部２２０によってスリーブガイド孔２１８からの脱落が防止される。
【０１９３】
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　スライダ２１０には、外套管本体１０２に挿入された処置具６０の挿入部６２を保持す
る処置具保持部２２２と、外套管本体１０２に挿入された内視鏡１０の挿入部１２を保持
する内視鏡保持部２２４とが備えられる。処置具保持部２２２はスリーブ２１４に備えら
れ、内視鏡保持部２２４はスライダ本体２１２に備えられる。
【０１９４】
　処置具保持部２２２は、処置具６０の挿入部６２が挿通される処置具保持孔２２６と、
処置具保持孔２２６内に配置される円筒状（環状）の弾性部材２２８とで構成される。
【０１９５】
　処置具保持孔２２６は、円筒体として構成されるスリーブ２１４の内周部によって構成
される。上記のように、スリーブ２１４をガイドするスリーブガイド孔２１８は、外套管
本体１０２の軸と平行に形成され、処置具挿入口１０８及び処置具繰出口１１４と同軸上
に配置されるので、スリーブ２１４の内周部である処置具保持孔２２６も外套管本体１０
２の軸と平行に配置され、処置具挿入口１０８及び処置具繰出口１１４と同軸上に配置さ
れる。
【０１９６】
　円筒状の弾性部材２２８は、処置具保持孔２２６の内周部同軸上に固定して取り付けら
れる。この円筒状の弾性部材２２８の内径ＩＤ３は、処置具６０の挿入部６２の外径（処
置具保持部２２２に保持される部分の外径）ＯＤ３よりも若干小さく形成される。
【０１９７】
　処置具挿入口１０８から外套管本体１０２に挿入された処置具６０の挿入部６２は、処
置具保持孔２２６を通過して処置具繰出口１１４から繰り出される。処置具６０の挿入部
６２は、処置具保持孔２２６を通過する際、弾性部材２２８を通過する。上記のように、
弾性部材２２８の内径は、処置具６０の挿入部６２の外径（処置具保持部２２２で保持さ
れる部分の外径）よりも若干小さく形成されている。したがって、処置具６０の挿入部６
２は、処置具保持孔２２６を通過すると、弾性部材２２８の弾性力によって処置具保持孔
２２６に保持される。
【０１９８】
　なお、ここでの保持は弾性部材２２８の弾性力による保持なので、処置具６０は、スリ
ーブ２１４に対して保持位置を任意に調整することができる。
【０１９９】
　内視鏡保持部２２４は、内視鏡１０の挿入部１２が挿通される内視鏡保持孔２３０と、
内視鏡保持孔２３０内に配置される円筒状（環状）の弾性部材２３２とで構成される。
【０２００】
　内視鏡保持孔２３０は、スライダ本体２１２を貫通して形成され、外套管本体１０２の
軸と平行に形成される。また、内視鏡保持孔２３０は、スライダ本体２１２に対して内視
鏡挿入口１１０及び内視鏡繰出口１１６と同軸上に配置される。
【０２０１】
　円筒状の弾性部材２３２は、内視鏡保持孔２３０の内周部同軸上に固定して取り付けら
れる。この円筒状の弾性部材２３２の内径ＩＤ４は、内視鏡１０の挿入部１２の外径（内
視鏡保持部２２４で保持される部分の外径）ＯＤ４よりも若干小さく形成される。
【０２０２】
　内視鏡挿入口１１０から外套管本体１０２に挿入された内視鏡１０の挿入部１２は、内
視鏡保持孔２３０を通過して内視鏡繰出口１１６から繰り出される。内視鏡１０は、内視
鏡保持孔２３０を通過する際、弾性部材２３２を通過する。上記のように、弾性部材２３
２の内径は、内視鏡１０の挿入部１２の外径よりも若干小さく形成されている。したがっ
て、内視鏡１０の挿入部１２は、内視鏡保持孔２３０を通過すると、弾性部材２３２の弾
性力によって内視鏡保持孔２３０に保持される。
【０２０３】
　なお、ここでの保持は弾性部材２３２の弾性力による保持なので、内視鏡１０は、スラ
イダ本体２１２に対して保持位置を任意に調整することができる。
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【０２０４】
　本実施の形態の外套管２００は、以上のように構成される。
【０２０５】
　なお、弁部材１２０に備えられる内視鏡用開口型気密弁部１３８の内径ＩＤ２が、スラ
イダ本体２１２の内視鏡保持部２２４に備えられる弾性部材２３２の内径ＩＤ４よりも小
さく形成される点については、上述した実施の形態の外套管１００と同じである。
【０２０６】
　このため、本実施の形態の外套管２００で使用される内視鏡１０は、内視鏡用開口型気
密弁部１３８に接触する部分の外径ＯＤ２が、内視鏡保持部２２４に保持される部分の外
径ＯＤ４よりも小さく形成される。これにより、内視鏡１０を軸方向に移動させた際に内
視鏡用開口型気密弁部１３８で受ける摺動抵抗を小さくすることができ、処置具６０及び
内視鏡１０の軸方向の移動をスムーズにすることができる。
【０２０７】
　〈作用〉
　まず、内視鏡１０の挿入部１２を、内視鏡挿入口１１０から挿入する。内視鏡挿入口１
１０に挿入された挿入部１２は、外套管本体１０２を通過して内視鏡繰出口１１６から繰
り出される。この際、挿入部１２は、外套管本体１０２内のスライダ２１０に備えられた
内視鏡保持孔２３０を通過して内視鏡繰出口１１６から繰り出される。内視鏡保持孔２３
０には弾性部材２３２が備えられており、内視鏡保持孔２３０を通過した挿入部１２は、
弾性部材２３２の弾性力によってスライダ本体２１２に保持される。
【０２０８】
　次に、処置具６０の挿入部６２を、処置具挿入口１０８から挿入する。処置具挿入口１
０８に挿入された挿入部６２は、外套管本体１０２を通過して処置具繰出口１１４から繰
り出される。この際、挿入部６２は、外套管本体１０２内のスライダ２１０に備えられた
スリーブ２１４の内周部（処置具保持孔２２６）を通過して処置具繰出口１１４から繰り
出される。スリーブ２１４の内周部（処置具保持孔２２６）には弾性部材２２８が備えら
れており、スリーブ２１４の内周部（処置具保持孔２２６）を通過した挿入部６２は、弾
性部材２２８の弾性力によってスリーブ２１４に保持される。
【０２０９】
　このように、外套管２００に内視鏡１０の挿入部１２と処置具６０の挿入部６２とを挿
入すると、内視鏡１０の挿入部１２と処置具６０の挿入部６２とは、ともにスライダ２１
０によって連結される。この結果、処置具６０を軸方向に移動させると、これに連動して
内視鏡１０が軸方向に移動する。
【０２１０】
　ここで、処置具６０を保持するスリーブ２１４は、内視鏡１０を保持するスライダ本体
２１２に対して軸方向に移動可能に設けられている。この結果、内視鏡１０は、処置具６
０を一定量以上移動させた場合にのみ処置具６０に連動して移動する。すなわち、処置具
６０を移動させた場合であっても、その移動がスリーブ２１４の可動範囲内であれば、内
視鏡１０は動かず、静止状態を保持する。一方、スリーブ２１４の可動範囲を超えて処置
具６０が移動させられると、処置具６０の動きに連動して内視鏡１０が移動する。すなわ
ち、細かい小さな動きに対しては連動せず、大きく動かした場合にのみ連動する。
【０２１１】
　処置具６０の可動範囲は、スリーブガイド孔２１８の両端部のストッパ部２２０によっ
て制限されるので、スリーブ２１４がストッパ部２２０に当接すると、処置具６０と内視
鏡１０とが連動して移動する。
【０２１２】
　このように、本実施の形態の外套管２００は、処置具６０の移動に、いわゆる遊び（不
感帯）が持たされており、小さな移動は内視鏡１０に伝達されないように構成されている
。これにより、処置具６０の挿入部６２が軸方向に微小変位した場合（小振幅の進退動作
を行った場合）に画面が揺れるのを防止できる（安定した画像を提供することができる。
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）。
【０２１３】
　なお、スリーブ２１４とスリーブガイド孔２１８との間の摩擦力が、スライダガイド軸
１４２とスライダガイド孔２１６との間の摩擦力（＝外套管本体１０２とスライダ本体２
１２との間の摩擦力）よりも大きいと、処置具６０を動かしたときにスライダ本体２１２
ごと移動してしまう（スリーブ２１４がスライダ本体２１２に対して滑らずに、スライダ
本体２１２ごと移動する。）。したがって、スライダ２１０は、スリーブ２１４とスリー
ブガイド孔２１８との間の摩擦力が、スライダガイド軸１４２とスライダガイド孔２１６
との間の摩擦力よりも小さくなるように設定される。
【０２１４】
　また、処置具保持部２２２による処置具６０の保持は、弾性部材２２８の弾性力による
保持であるが、弾性部材２２８と処置具６０の挿入部６２との間の摩擦力は、スリーブ２
１４とスリーブガイド孔２１８との間の摩擦力、及び、スライダガイド軸１４２とスライ
ダガイド孔２１６との間の摩擦力（＝外套管本体１０２とスライダ本体２１２との間の摩
擦力）よりも大きく設定される。
【０２１５】
　同様に、内視鏡保持部２２４による内視鏡１０の保持は、弾性部材２３２の弾性力によ
る保持であるが、弾性部材２３２と処置具６０の挿入部６２との間の摩擦力は、スリーブ
２１４とスリーブガイド孔２１８との間の摩擦力、及び、スライダガイド軸１４２とスラ
イダガイド孔２１６との間の摩擦力（＝外套管本体１０２とスライダ本体２１２との間の
摩擦力）よりも大きく設定される。
【０２１６】
　《外套管のその他の実施の形態》
　上記第２の実施の形態の外套管２００では、スライダ２１０の可動部（スリーブ２１４
）に処置具保持部２２２が備えられ、スライダ本体２１２に内視鏡保持部２２４が備えら
れる構成とされているが、図１９に示すように、スライダ２１０の可動部（スリーブ２１
４）に内視鏡保持部２２４を設け、スライダ本体２１２に処置具保持部２２２を設ける構
成とすることもできる。この場合、処置具保持孔２２６がスライダ本体２１２に形成され
、スリーブ２１４の内周部が内視鏡保持孔２３０とされる。このように構成した場合も処
置具６０と内視鏡１０とを連動させることができ、かつ、微振動は伝えないようにするこ
とができる。
【０２１７】
　また、上記実施の形態では、内視鏡に関してのみ後端部側を細径化しているが（外套管
１００、２００に関しては、内視鏡用開口型気密弁部１３８の内径ＩＤ２を弾性部材１５
６、２３２の内径ＩＤ４よりも小さく設定）、処置具に関しても、同様に後端側を細径化
してもよい（処置具用開口型気密弁部１３２に接触する部分の外径を処置具保持部１４６
、２２２によって保持される部分の外径よりも小さくする。）。
【０２１８】
　この場合、図２０に示すように、外套管２００は、処置具用開口型気密弁部１３２の内
径ＩＤ１が弾性部材２２８の内径ＩＤ３よりも小さく設定される。
【０２１９】
　一方、処置具６０は、処置具用開口型気密弁部１３２に接触する部分の外径が処置具保
持部２２２によって保持される部分の外径よりも小さく形成される。すなわち、後端部側
が先端部側に比して細く形成される。
【０２２０】
　これにより、処置具６０を軸方向に移動させた際に処置具用開口型気密弁部１３２で受
ける摺動抵抗を小さくすることができ、処置具６０及び内視鏡１０の軸方向の移動をスム
ーズにすることができる。
【０２２１】
　なお、内視鏡と処置具の双方を対象にして後端部側を細径化するようにしてもよいし、
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また、いずれか一方のみを対象にして後端部側を細径化するようにしてもよい。
【０２２２】
　また、上記実施の形態では、内視鏡１０の挿入部の後端部側のみを細く形成しているが
、内視鏡１０の挿入部の径を多段階に変化させることもできる。処置具の挿入部の径を変
える場合についても同様である。
【０２２３】
　たとえば、図２１に示すように、内視鏡繰出口１１６から繰り出される部分（第３の直
径Ａ３の部分）の直径（第３の直径Ａ３）を内視鏡保持部１４８で保持される部分（第１
の直径Ａ１の部分）の直径（第１の直径Ａ１）よりも小さく形成するようにしてもよい。
すなわち、挿入部１２の先端部分（内視鏡保持部１４８で保持される部分よりも先の部分
）を細く形成するようにしてもよい。これにより、内視鏡１０を外套管１００に挿入する
際に、挿入部１２の先端部分が、弁部材１２０及び内視鏡保持部１４８から受ける抵抗を
減らすことができ、内視鏡１０の挿抜操作を容易にすることができる。
【０２２４】
　また、図２２に示すように、内視鏡繰出口１１６から繰り出される部分（第３の直径Ａ
３の部分）の直径（第３の直径Ａ３）を内視鏡保持部１４８で保持される部分（第１の直
径Ａ１の部分）の直径（第１の直径Ａ１）よりも大きく形成するようにしてもよい。すな
わち、挿入部１２の先端部分（内視鏡保持部１４８で保持される部分よりも先の部分）を
太く形成するようにしてもよい。これにより、スライダ１００を小さくすることができ、
全体として外套管１００の細くすることができる。
【０２２５】
　なお、上記実施の形態では、内視鏡１０の挿入部の径を変化させる際、段状に変化させ
ているが、外径はなめらかに変化させることが好ましい。たとえば、テーパ状に変化させ
たり、図２３に示すように、曲線的に変化させたりすることが好ましい。これにより、内
視鏡１０の挿抜時に、径が変化する部分が弁部材１２０等に引っ掛かるのを防止でき、挿
抜作業をよりスムーズにすることができる。
【０２２６】
　また、上記実施の形態では、内視鏡保持部において内視鏡を保持する部材として円筒状
の弾性部材を用いているが、内視鏡保持部において内視鏡を保持する部材は、これに限定
されるものではない。この他、たとえばＯリング等のリング状の弾性部材を用いて内視鏡
を保持する構成とすることもできる。この場合、複数のリング状の弾性部材を同軸上に配
置して内視鏡を保持する構成とすることもできる。処理具保持部においても同様であり、
Ｏリング等のリング状の弾性部材を用いて処置具を保持する構成とすることもできる。
【０２２７】
　また、上記実施の形態では、外套管１００に内視鏡１０と処置具６０を挿入する場合を
例に説明したが、外套管１００を介して体腔内に挿入する医療器具は、これに限定される
ものではない。
【符号の説明】
【０２２８】
　１…内視鏡手術装置、２…体腔壁、３…体腔、１０…内視鏡、１２…内視鏡の挿入部、
１４…観察窓、１６…内視鏡用ケーブル、２０…撮像装置、２２…レンズ群、２４…プリ
ズム、２６…撮像素子、２８…信号線、３０…プロセッサ装置、３２…モニタ、３４…モ
ニタ用ケーブル、４０…ニードルライト、４２…ニードルライトの挿入部、４４…接続部
、４６…ニードルライト用ケーブル、４８…光源装置、５０…ニードルライト用外套管、
６０…処置具、６２…処置具の挿入部、６４…処置具の処置部、６６…処置具のハンドル
部、１００…外套管、１０２…外套管本体、１０４…後端キャップ、１０６…先端キャッ
プ、１０８…処置具挿入口、１１０…内視鏡挿入口、１１４…処置具繰出口、１１６…内
視鏡繰出口、１２０…弁部材、１２２…第１の弁体、１２４…中間部材、１２６…第２の
弁体、１２８…処置具挿通孔、１３０…内視鏡挿通孔、１３２…処置具用開口型気密弁部
、１３４…内視鏡用スリット型気密弁部、１３６…処置具用スリット型気密弁部、１３８
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…内視鏡用開口型気密弁部、１４０…スライダ、１４２…スライダガイド軸、１４４…ス
ライダガイド孔、１４６…処置具保持部、１４８…内視鏡保持部、１５０…処置具保持孔
、１５２…弾性部材、１５４…内視鏡保持孔、１５６…弾性部材、２００…外套管、２１
０…スライダ、２１２…スライダ本体、２１４…スリーブ、２１６…スライダガイド孔、
２１８…スリーブガイド孔、２２０…ストッパ部、２２２…処置具保持部、２２４…処置
具保持部、２２６…処置具保持孔、２２８…弾性部材、２３０…内視鏡保持孔、２３２…
弾性部材
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